
 
 



こ
の
電
子
書
籍
は
縦
書
き
で
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
ご
覧
に
な
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
表
示
の
差
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 
 



凡
例 

  

一 

、
本
書
の
底
本
に
は
、
楠
龍
造
『
龍
樹
の
佛
教
觀
』
（
明
治
三
十
三
年
九
月
、
爲
法
舘
刊
行
）
を
用
い
た
。 

一 

、
経
典
の
引
用
に
際
し
、
底
本
に
は
な
い
読
み
下
し
文
を
付
し
た
。
読
み
下
し
文
は
基
本
的
に
公
刊
文
献

か
ら
引
用
し
た
が
、
公
刊
文
献
に
読
み
下
し
文
が
見
当
た
ら
な
い
場
合
、
独
自
に
読
み
下
し
文
を
作
成
し

た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
一
部
、
現
代
語
訳
を
付
し
た
。
読
み
下
し
、
現
代
語
訳
い
ず
れ
も
典
拠
す
る
原
文

の
表
記
に
応
じ
て
、
元
と
な
る
引
用
文
と
多
少
の
違
い
が
あ
る
場
合
が
あ
る
。 

一 

、
引
用
文
は
、
引
用
元
か
ら
直
接
引
い
て
お
り
、
底
本
と
表
記
に
相
違
が
あ
る
場
合
、
引
用
元
に
準
拠
し

て
い
る
。
引
用
文
直
後
の
引
用
元
記
載
は
編
者
に
よ
る
。 

一 

、
原
文
に
註
は
な
く
、
註
は
す
べ
て
編
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

一 

、
〔 

〕
（
亀
甲
括
弧
）
内
は
編
者
に
よ
る
補
足
や
簡
易
な
註
記
で
あ
る
。
た
だ
し
、
引
用
文
の
原
文
中
に

〔 

〕
が
あ
る
場
合
は
そ
の
旨
を
記
載
し
、
ま
た
同
時
に
編
者
註
が
あ
る
場
合
は
［ 

］
（
角
括
弧
）
を
用



い
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
。
＊
印
も
編
者
に
よ
る
註
記
で
あ
る
。 

一 
、
閲
読
の
便
の
た
め
、
底
本
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
整
理
を
加
え
た
。 

１
． 
旧
字
・
旧
仮
名
遣
い
を
新
字
・
新
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。
旧
字
で
は
な
い
が
、
現
行
通
用
の
表
記
に

改
め
た
場
合
も
あ
る
。
た
だ
し
引
用
文
は
こ
の
限
り
に
な
く
、
断
り
な
い
限
り
、
引
用
文
の
原
文
に

準
拠
し
て
い
る
。
経
典
か
ら
の
引
用
も
同
様
。
た
だ
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
漢
字
コ
ー
ド
体
系
外
の
文
字
に

つ
い
て
は
、
新
字
に
て
代
替
し
た
。
踊
り
字
、
合
略
仮
名
は
現
行
通
用
の
表
記
に
改
め
た
。 

２
． 

漢
字
表
記
の
う
ち
、
代
名
詞
、
副
詞
、
接
続
詞
な
ど
を
一
部
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、

編
者
の
判
断
で
一
部
の
漢
字
表
記
を
ひ
ら
が
な
表
記
に
、
ま
た
ひ
ら
が
な
表
記
を
漢
字
表
記
に
改
め

た
。 

３
． 

送
り
仮
名
は
現
行
通
用
の
も
の
に
倣
い
、
適
宜
付
加
な
い
し
削
除
し
て
あ
る
。 

４
． 

原
文
に
ル
ビ
、
振
り
仮
名
は
な
い
が
、
難
読
や
誤
解
の
恐
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
漢
字
に
振
り
仮
名

を
付
し
た
。
ま
た
ル
ビ
の
中
に
は
振
り
仮
名
で
は
な
く
、
漢
名
に
対
し
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
名
を
付

し
た
場
合
も
あ
る
。 



５
． 

句
読
点
、
中
黒
、
〈 

〉
（
山
括
弧
）
を
適
宜
追
加
。
書
名
・
雑
誌
名
に
は
『 

』
（
二
重
か
ぎ
括
弧
）

を
追
加
。
経
典
に
つ
い
て
は
、
註
記
や
引
用
文
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
以
外
は
、
底
本
に
倣
っ
て
追

加
し
て
い
な
い
（
底
本
で
異
部
宗
輪
論
に
の
み
付
さ
れ
た
「 

」
は
削
除
）
。
ま
た
カ
タ
カ
ナ
表
記
の

人
名
、
地
名
な
ど
に
付
さ
れ
た
「 

」（
か
ぎ
括
弧
）
を
削
除
。 

６
． 

底
本
で
欄
外
に
記
さ
れ
る
小
見
出
し
を
本
文
に
組
み
込
ん
だ
。
こ
の
た
め
に
原
文
に
倣
わ
ず
、
独
自

に
改
行
し
た
箇
所
も
あ
る
。 

７
． 

引
用
文
中
の
斜
線
／
は
原
文
改
行
を
意
味
し
、
傍
点
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
振
り
仮
名
は
こ
の

限
り
で
な
い
。 

８
． 

明
ら
か
な
誤
記
、
誤
植
は
訂
正
し
た
。 

  

一
、
龍
樹
撰
述
の
経
典
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
よ
り
読
み
下
し
文
を
引
用
し
た
。 

  



 
 

中
論 

 
 

 

『
新
国
訳
大
蔵
経[

イ
ン
ド
撰
述
部]

【
中
観
部
】1

6
-1

 

中
論 

上
』（
大
蔵
出
版
） 

 
 

 

『
新
国
訳
大
蔵
経[

イ
ン
ド
撰
述
部]

【
中
観
部
】1
6

-2
 

中
論 

下
』（
大
蔵
出
版
） 

   
 

大
智
度
論 

 
 

 

『
国
訳
大
蔵
経 

論
部 

第
１
巻
』
（
国
民
文
庫
刊
行
会
） 

 
 

 

『
国
訳
大
蔵
経 
論
部 

第
２
巻
』
（
国
民
文
庫
刊
行
会
） 

 
 

 

『
国
訳
大
蔵
経 

論
部 
第
３
巻
』
（
国
民
文
庫
刊
行
会
） 

 
 

 

『
国
訳
大
蔵
経 

論
部 
第
４
巻
』
（
国
民
文
庫
刊
行
会
） 

   
 

十
住
毘
婆
沙
論 

 
 

 

『
新
国
訳
大
蔵
経
［
イ
ン
ド
撰
述
部
］【
釈
経
論
部
】1

4
-1

2
 

十
住
毘
婆
沙
論 I

』
（
大
蔵
出
版
） 

 
 

 

『
新
国
訳
大
蔵
経
［
イ
ン
ド
撰
述
部
］【
釈
経
論
部
】1

4
-1

3
 

十
住
毘
婆
沙
論 II

』（
大
蔵
出
版
） 

  



 
 

十
二
門
論 

 
 

 

『
国
訳
大
蔵
経 

論
部 

第
５
巻
』
（
国
民
文
庫
刊
行
会
） 

   
 

菩
提
資
糧
論 

 
 

 

『
国
訳
一
切
経 

印
度
撰
述
部 

論
集
部 

第
５
巻
』（
大
東
出
版
社
） 

 



序 

〔
吉
田
賢
龍
に
よ
る
序
文
〕 

 

近
来
東
洋
学
、
殊
に
仏
教
学
に
関
す
る
講
究
は
ま
す
ま
す
盛
大
に
赴
き
、
東
西
の
諸
大
学
争
い
て
こ
れ
が

講
座
を
設も

う

く
る
に
至
れ
り
。
し
か
れ
ど
も
泰
西
の
学
者
が
探
究
の
材
料
は
多
く
は
小
乗
仏
教
１

に
あ
る
が
故
に

こ
の
方
面
に
お
い
て
は
研
尋
す
こ
ぶ
る
と
ど
き
、
著
述
ま
た
鮮
や
か
な
か
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
大
乗
仏
教
に

関
し
て
は
彼
ら
の
通
達
し
得
る
資
料
に
乏
し
き
が
た
め
、
未
だ
眼
光
を
こ
こ
に
注
ぐ
能あ

た

わ
ず
。
こ
れ
故ゆ

え

に
大

乗
仏
教
は
あ
た
か
も
茫
々
た
る
原
野
の
ご
と
く
全
く
開
拓
せ
ら
れ
ず
し
て
委
棄
〔
遺
棄
〕
し
あ
る
な
り
。
こ
の

時
に
当
た
り
て
豊
富
な
る
資
料
を
専
有
せ
る
東
洋
学
者
は
ま
さ
に
発
奮
興
起
、
以も

っ

て
大
乗
仏
教
の
真
相
を
発

揮
し
世
界
の
学
術
宗
教
の
進
運
に
貢
献
す
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。
殊
に
仏
学
の
覇
権
を
握
れ
る
真
宗
大
学
〔
大
谷

大
学
の
前
身
〕
は
よ
ろ
し
く
こ
の
大
任
務
を
自
覚
す
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。 

大
乗
仏
教
の
歴
史
中
最
も
重
要
に
し
て
か
つ
興
味
深
き
は
聖
龍

樹

り
ゅ
う
じ
ゅ

の
研
究
に
あ
る
べ
し
。
大
乗
の
興
隆
者

と
し
て
龍
樹
の
さ
き
に
馬
鳴

め
み
ょ
う

あ
り
と
い
え
ど
も
、
小
乗
に
対
す
る
大
乗
の
歴
史
的
意
義
を
観
察
し
、
か
つ
後

世
に
お
け
る
大
乗
諸
派
の
発
達
の
源
泉
を
探
ら
ん
に
は
龍
樹
の
方
、
遥
か
に
緊
要
な
り
。
し
か
る
に
従
来
の



仏
教
学
者
い
た
ず
ら
に
俱
舎

く

し

ゃ

に
三
年
を
費
し
、
唯
識
に
八
年
を
消
し
、
は
た
眇

び
ょ
う

た
る
起
信
論
に
汲
々
た
る
の

み
に
、
彼
の
重
大
な
る
題
目
を
措
い
て
顧
み
ざ
り
し
が
ご
と
き
は
遺
憾
の
至
り
な
り
。 

畏
友
楠
龍
造
君
、
か
ね
て
よ
り
龍
樹
に
つ
い
て
専
心
究
む
る
と
こ
ろ
あ
り
し
頃
日

け
い
じ
つ

、
そ
の
学
び
得
た
る
と

こ
ろ
を
草そ

う

し
、
ま
さ
か
に
梓

あ
ず
さ

に
上の

ぼ

さ
ん
と
す
。
余よ

、
そ
の
稿
本
を
一
覧
し
た
る
の
み
、
未
だ
熟
読
の
栄
を
得

ず
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
現
今
学
界
の
需
要
を
充
た
し
、
か
つ
真
宗
大
学
の
諸
賢
を
し
て
続
々
そ
の
組
織
的
研

究
の
結
果
を
発
せ
し
む
る
の
端
緒
を
開
き
た
る
功
労
は
没
す
べ
か
ら
ざ
る
を
信
じ
、
あ
え
て
一
言
を
寄
す
。 

 

明
治
庚
子

か
の
え
ね

仲
夏

ち
ゅ
う
か

２ 
 

 
 

東
都

と

う

と

僑

寓

き
ょ
う
ぐ
う

３

に
て 

 
 

 

吉
田
賢
龍
４ 

  

 

１ 

小
乗
仏
教 

 

部
派
仏
教
（
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
）
に
対
す
る
大
乗
仏
教
か
ら
の
貶
称
。
こ
の
た
め
本
書
で
は
、
底
本
で

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
や
術
語
的
な
用
法
で
あ
る
場
合
を
除
い
て
こ
の
呼
称
を
用
い
ず
、
部
派
仏
教
と
呼
ぶ
。 

 



 

２ 
明
治
庚
子
仲
夏 

 

明
治
庚
子
は
明
治
三
十
三
年
、
仲
夏
は
夏
の
半
ば
、
陰
暦
五
月
。 

３ 
東
都
僑
寓 

 

東
都
は
京
都
に
対
す
る
東
の
都
、
東
京
の
こ
と
、
僑
寓
は
仮
の
住
ま
い
。 

４ 

吉
田
賢
龍 

 

一
八
七
〇
～
一
九
四
三
。
東
京
真
宗
中
学
校
長
や
広
島
高
等
師
範
学
校
校
長
、
旧
制
広
島
文
理
科
大
学

の
初
代
学
長
な
ど
を
歴
任
し
た
教
育
者
。
楠
龍
造
と
同
じ
く
清
沢
満
之

き
よ
ざ
わ
ま
ん
し

の
弟
子
で
あ
り
、
清
沢
と
と
も
に
、
真
宗
大
学
創

立
に
際
し
、
建
築
掛
に
任
命
さ
れ
た
。
著
作
に
『
内
的
生
命
観
』、『
釈
迦
史
伝
』（
共
著
）
な
ど
が
あ
る
。 

 



序
言 

 
仏
教
は
世
界
の
一
大
宗
教
な
り
。
仏
教
の
発
達
開
展
は
、
東
亜
人
類
思
想
の
発
達
開
展
を
意
味
す
。
し
か

ら
ば
す
な
わ
ち
、
仏
教
を
摯
実

し

じ

つ

に
研
究
す
る
は
東
亜
人
類
思
想
の
発
達
開
展
を
研
究
す
る
も
の
に
し
て
、
こ

は
独
り
宗
教
家
の
み
の
責
任
に
あ
ら
ず
し
て
、
ま
た
学
者
た
る
も
の
の
職
分
な
ら
ず
や
。
近
来
、
我
が
日
本

を
は
じ
め
と
し
て
独

ド
イ
ツ

に

英
イ
ギ
リ
ス

に

仏
フ
ラ
ン
ス

に
、
仏
教
を
公
平
に
研
究
す
る
も
の
、
よ
う
や
く
多
き
を
加
う
る
は
、

斯
道

し

ど

う

の
た
め
喜
ぶ
べ
き
現
象
と
い
う
べ
し
。
吾
人

ご

じ

ん

〔
わ
た
し
〕
は
仏
教
家
な
り
と
い
え
ど
も
、
我
田
引
水
の

僻
論

へ
き
ろ
ん

は
大
い
に
排
斥
す
る
と
こ
ろ
、
つ
と
め
て
公
平
無
私
に
こ
れ
を
研
究
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
な
り
。
こ
れ

を
研
究
す
る
に
種
々
の
方
面
と
方
法
あ
り
と
い
え
ど
も
、
吾
人
は
仏
教
史
上
大
家
の
著
書
を
取
り
、
こ
れ
を

精
密
に
研
究
咀
嚼
し
、
そ
の
人
物
の
性
行
、
思
想
、
思
想
の
変
遷
等
を
明
白
に
せ
ん
こ
と
を
勉
む
。
し
か
し

て
ま
ず
一
番
手
と
し
て
龍
樹
を
捉

住

そ
く
じ
ゅ
う

せ
り
。
本
書
は
昨
年
よ
り
今
日
ま
で
研
究
せ
し
一
部
分
な
り
。
さ
ら
に

他
日
を
期
し
て
続
編
を
出
さ
ん
こ
と
を
思
う
。
も
し
龍
樹
の
研
究
に
し
て
そ
の
功
を
終
ら
ば
、
歩
武

ほ

ぶ

を
進
め

て
無
着

む
ち
ゃ
く

、
世
親

せ

し

ん

、
堅
慧

け

ん

ね

、
陳
那

じ

ん

な

、
護
法

ご

ほ

う

、
安
慧

あ

ん

ね

、
清

弁

し
ょ
う
べ
ん

、
戒
賢

か
い
げ
ん

、
智
光

ち

こ

う

等
に
移
ら
ん
。
た
だ
恐
る
浅
学
寡

聞
、
志
あ
り
て
力
な
く
、
気
満
ち
て
力
足
ら
ざ
る
こ
と
を
。
し
か
れ
ど
も
あ
え
て
本
書
を
公
に
す
る
と
こ
ろ



の
も
の
、
一
つ
は
仏
教
研
究
に
あ
る
同
人
諸
兄
の
是
正
を
乞
い
、
一
つ
は
我
が
疎
漫
な
る
研
究
と
い
え
ど

も
、
暗
夜
に
お
け
る
一
、
二
点
の
星
光
、
な
お
行

人

ぎ
ょ
う
に
ん

の
一
助
と
な
る
ご
と
く
、
微
少
な
り
と
も
思
想
界
に
貢

献
せ
ん
こ
と
を
望
め
ば
な
り
。
就
学
者
の
精
神
ま
た
こ
こ
に
外ほ

か

な
ら
ざ
る
べ
き
を
信
ず
れ
ば
な
り
。 

本
書
は
か
つ
て
『
無
尽
灯
』
５

、
『
仏
教
』
６

に
載
せ
た
る
論
文
そ
の
半
を
占
む
。
し
か
し
て
こ
れ
を
輯

成

し
ゅ
う
せ
い

〔
集
成
〕
し
た
る
後
、
村
上
文
学
博
士
７

の
一
瞥
を
乞
い
、
そ
の
注
意
に
よ
り
「
『
空
』
論
と
密
教
お
よ
び
他
力

教
の
関
係
」
の
一
章
を
加
入
し
、
外
に
一
、
二
個
所
を
訂
正
せ
り
。
な
お
敬
友
、
草
間
仁
応
８

、
吉
田
賢
龍
二

兄
は
、
吾
人
の
事
業
に
つ
い
て
多
く
の
助
言
と
助
力
を
与
え
ら
れ
た
り
。
こ
こ
に
三
君
に
対
し
て
感
謝
の
意

を
表
す
。 

 

明
治
三
十
三
年
八
月
京
都
の
客
舎
に
て 

 
 

 

楠 

龍
造 

誌
し
る
す 

  



 

５ 
『
無
尽
灯
』 

 

真
宗
大
学
寮
な
ど
の
有
志
に
よ
っ
て
一
八
九
五
年
（
明
治
二
十
八
年
）
に
創
刊
さ
れ
た
仏
教
学
の
研

究
誌
。
本
書
の
著
者
・
楠
龍
造
も
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
。 

６ 

『
仏
教
』 

 

古
河
老
川
、
境
野
黄
洋
、
高
嶋
米
峰
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
経
緯
会
（
後
の
仏
教
清
徒
同
志
会
へ
と

繋
が
る
）
の
機
関
誌
。 

７ 

村
上
文
学
博
士 

 
村
上
専
精

せ
ん
し
ょ
う

（
一
八
五
一
～
一
九
二
九
）
の
こ
と
か
。
真
宗
大
谷
派
の
僧
。
仏
教
学
者
。
大
谷
大
学

学
長
。
楠
龍
造
の
師
・
清
沢
満
之
ら
と
と
も
に
宗
門
の
改
革
運
動
に
参
加
。
仏
教
の
歴
史
的
研
究
を
提
唱
。『
仏
教
統
一

論
』
の
記
述
が
大
乗
非
仏
論
だ
と
非
難
さ
れ
、
一
時
僧
籍
を
剥
奪
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
著
作
に
『
日
本
仏
教
一
貫
論
』、

『
真
宗
全
史
』
な
ど
。 

８ 

草
間
仁
応 

 

関
根
仁
応
と
も
い
う
。
楠
龍
造
と
同
じ
く
清
沢
満
之
の
門
下
生
。「
清
沢
満
之
の
懐
刀
」
と
呼
ば
れ
た
。

一
八
六
六
～
一
九
四
三
。 
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龍
樹
の
仏
教
観 

楠 

龍
造 

著 

第
一
章  

イ
ン
ド
仏
教
史
上
龍
樹
の
地
位 

 

イ
ン
ド
の
地
勢
と
天
職 

茫
々

ぼ
う
ぼ
う

た
る
亜
細
亜

ア

ジ

ア

の
南
部
、
三
大
半
島
の
海
中
に
突
出
す
る
あ
り
。
そ
の
中
間
に
位
す
る
も
の
を
イ
ン
ド

と
な
す
。
こ
れ
を
形
容
す
れ
ば
、
あ
た
か
も
首
の
両
側
に
手
を
広
げ
、
南
方
に
進
ま
ん
と
す
る
動
物
の
ご
と

し
。
イ
ン
ド
は
ま
さ
し
く
そ
の
首
の
部
分
た
る
な
り
。
イ
ン
ド
は
波
斯

ペ
ル
シ
ャ

、
埃
及

エ
ジ
プ
ト

、
ア
ッ
シ
リ
ア
、
バ
ビ
ロ
ニ

ア
、
猶
太

ユ

ダ

ヤ

等
の
ご
と
き
、
古
代
文
明
先
進
国
の
随
一
に
し
て
、
世
界
の
文
運

ぶ
ん
う
ん

に
貢
献
し
た
る
も
の
、
あ
え
て

尠

少

せ
ん
し
ょ
う

に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
た
と
え
今
日
英
国
の
配
下
に
属
し
、
い
と
も
あ
わ
れ
は
か
な
き
状
態
に
沈
淪

ち
ん
り
ん

し
、

岩
石
の
下
に
生
長
せ
し
野
草
の
、
さ
ら
に
生
色
な
き
が
ご
と
く
な
れ
ど
も
、
天
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た
る
国
家
的

職
能
は
、
す
で
に
二
千
余
年
以
前
に
、
こ
れ
を
尽
せ
し
な
り
。
吾
人
は
こ
の
大
恩
人
の
老
後
薄
運
の
境
遇
に

あ
る
を
み
、
同
情
悲
痛
の
感
に
打
た
れ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
欧
州
人
は
一
同
に
希
臘

ギ
リ
シ
ャ

文
明
を
感
謝
す
る
と
同
じ

く
、
亜
細
亜
人
は
そ
の
日
本
人
た
る
と
支
那
・
朝
鮮
人
た
る
と
に
論
な
く
、
イ
ン
ド
文
明
に
負
う
と
こ
ろ
す



こ
ぶ
る
大
な
る
を
感
謝
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
嗚
呼
、
彼
は
国
家
と
し
て
の
職
能
を
尽
せ
る
な
り
。
世

界
の
文
明
に
幾
多
の
寄
与
を
な
し
た
り
。
人
類
の
生
存
せ
ん
限
り
不
朽
の
運
命
を
有
せ
り
。
イ
ン
ド
の
国
土

は
滅
亡
す
る
時
機
あ
る
も
、
イ
ン
ド
の
思
想
は
終
古

し
ゅ
う
こ

、
滅
せ
ざ
る
な
り
。 

 

イ
ン
ド
の
最
大
産
物 

そ
の
世
界
の
文
明
に
貢
献
し
た
る
も
の
、
あ
え
て
尠
少
に
あ
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
西
洋
紀
元
前
六
世
紀
の

末
に
起
こ
り
た
る
、
釈
迦
仏
の
仏
教
の
ご
と
き
、
広
大
深
遠
な
る
影
響
を
、
世
界
に
及
ぼ
せ
る
も
の
は
あ
ら

ざ
る
な
り
。
見
よ
、
仏
教
は
東
方
、
緬
旬

ビ

ル

マ

、
暹
羅

シ

ャ

ム

〔
タ
イ
の
旧
称
〕
、
安
南

ア
ン
ナ
ン

〔
ベ
ト
ナ
ム
の
旧
称
〕
、
西
蔵

せ
い
ぞ
う

〔
チ
ベ
ッ
ト
の

旧
称
〕
、
蒙
古
、
支
那
、
朝
鮮
、
日
本
に
伝
播
し
、
大
い
に
そ
の
勢
力
を

逞
た
く
ま

し
う
し
、
東
南
に
お
け
る
爪
哇

ジ

ャ

ワ

〔
ジ
ャ
ワ
島
〕
、
南
方
に
お
け
る
錫
蘭

セ
イ
ロ
ン

〔
ス
リ
ラ
ン
カ
の
旧
称
〕
、
皆
、
風
化
を
蒙
れ
り
、
西
方
に
お
い
て
は

亜
刺
比
亜

ア

ラ

ビ

ア

の
ご
と
き
、
希
臘

ギ
リ
シ
ャ

の
ご
と
き
、
皆
そ
が
影
響
を
受
け
た
り
。
こ
れ
に
依
り
て
こ
れ
を
い
え
ば
、
イ

ン
ド
の
世
界
に
寄
与
せ
し
、
最
も
偉
大
な
る
産
物
は
、
金
銀
宝
玉
に
あ
ら
ず
し
て
、
救
世
解
脱
の
使
命
な
る
、

仏
教
な
る
こ
と
を
忘
却
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。 

 



イ
ン
ド
宗
教
界
の
大
勢 

救
世
の
使
者
、
解
脱
の
導
師
、
釈
迦
仏
、
涅
槃
の
雲
に
隠
れ
し
よ
り
、
一
千
余
年
間
、
イ
ン
ド
に
お
け
る

仏
教
の
運
命
、
一
盛
一
衰
、
一
起
一
仆

い

っ

き

い

っ

ぷ

、
海
潮
の
ご
と
き
も
の
あ
り
し
と
は
い
え
、
そ
の
間
の
仏
教
史
を

繙
ひ
も
と

い
て
こ
れ
を
一
瞥
せ
ん
か
。
幾
多
の
偉
人
豪
傑
輩
出
し
、
深
遠
な
る
思
索
は
六
合

り
く
ご
う

の
外
に
徹
し
、
偉
烈
な
る

活
動
は
四
海
に
ひ
び
き
、
光
彩
陸
離

こ
う
さ
い
り
く
り

、
龍
飛
虎
躍

り
ゅ
う
ひ
こ
や
く

、
誠
に
千
歳
の
偉
観
た
り
。
吾
人
は
今
そ
が
中
に
お
い
て
、

最
も
多
方
面
な
る
最
も
思
索
に
富
め
る
、
仏
滅
七
百
年
紀
元
二
世
紀
の
南
天
大
乗
仏
教
の
創
唱
者
、
偉
人
龍

樹
（N

āg
ārju

n
a

）
の
仏
教
史
上
の
地
位
を
論
定
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。 

仏
教
を
去
る
こ
と
極
め
て
遠
く
、
既
に
ア
ー
リ
ア
ン
（Ā

ryan

）
南
下
時
代
に
お
い
て
、
吠
陀

ヴ
ェ
ー
ダ

（V
ed

a

）

の
神
話
あ
り
。
そ
の
よ
う
や
く
考
察
の
深
遠
に
進
む
や
、
優
婆
尼
沙
土

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド

（U
p

an
iṣ ad

）
の
哲
学
と
な
り
、
さ

ら
に
一
転
し
て
婆
羅
門

バ

ラ

モ

ン

教
（B

rah
m

an
ism

）
と
な
り
、
そ
の
婆
羅
門
教
の
よ
う
や
く
腐
敗
溷
濁

こ
ん
だ
く

す
る
や
、
い

た
ず
ら
に
四
姓
９

を
峻
別
し
て
暴
横
を
き
わ
め
、
人
智
の
発
達
を
害
し
、
社
会
の
活
動
を
塞
ぎ
、
そ
の
弊
毒
、

甚
は
な
は

だ
し
き
も
の
あ
る
に
あ
た
り
、
一
般
衆

生

し
ゅ
じ
ょ
う

１
０

の
渴
望
に
応
じ
、
世
界
の
要
求
に
対
し
、
一
大
偉
人
出
現

せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
時
機
に
迫
り
た
り
。
し
か
り
偉
人
は
出
現
せ
り
。
紀
元
前
六
世
紀
の
末
、
中
天
竺

迦
比
羅

カ

ピ

ラ

城
（C

en
tral In

d
ia K

ap
ilavastu

）
の
一
園
、
無
憂
樹
、
花
鮮
や
か
に
、
異
禽

い

き

ん

〔
珍
し
い
鳥
〕
、
枝
よ
り



枝
に
歌
う
藍
毘
尼

ル

ン

ビ

ニ

（L
am

b
in

i

）
に
、
大
千
を
照
ら
す
一
大
光
明
か
が
や
け
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
仏
教
の
教

主
・
釈
迦
仏
の
降
誕
な
り
と
す
。
世
尊

せ

そ

ん

〔
釈
迦
の
尊
称
〕
は
浄
飯
王

じ
ょ
う
ぼ
ん
の
う

（Ś
u
d
d
h
o
d
an
a

）
の
子
な
れ
ば
、
権
勢
と

富
貴
と
そ
の
他
浮
世
の
あ
ら
ゆ
る
栄
華
に
お
い
て
、
少
し
だ
も
欠
乏
す
る
と
こ
ろ
な
か
り
し
、
さ
れ
ど
深
沈

多
感
な
る
彼
は
、
生
老
病
死
を
見
て
世
の
無
常
を
さ
と
り
、
火
山
の

巓
い
た
だ
き

に
歌
舞
す
る
の
愚
を
学
ぶ
能
わ
ず
。

大
平
を
歌
う
白
霜
の
前
の
蟋
蟀

こ
お
ろ
ぎ

た
る
能
わ
ず
。
一
夜
窃ひ

そ

か
に
王
宮
を
脱
し
、
年
来
育
養
の
大
恩
あ
る
父
を
棄

て
て
、
愛
々

あ
い
あ
い

た
る
妻
を
棄
て
、
富
貴
を
棄
て
、
権
勢
を
棄
て
、
あ
ら
ゆ
る
浮
世
の
快
楽
を
棄
て
て
、
生
老
病

死
に
動
せ
ら
れ
ず
、
憂
喜
苦
楽
に
乱
さ
れ
ざ
る
、
無
上
正
真
道
を
発
見
せ
ん
と
つ
と
め
た
り
。
幾
多
の
悲
風

惨
雨
に
浴
し
、
苦
痛
煩
悶
の
後
、
畢
波
羅

ピ

ッ

パ

ラ

（P
ip

p
ala

）
１
１

樹
下
に
端
坐
し
、
深
妙
禅
に
入
り
、
一
朝
東
方
明

星
上
る
と
き
、
洞
然
と
し
て
正
覚
を
ひ
ら
き
た
ま
え
り
。
こ
の
時
三
十
歳
１
２

、
こ
れ
よ
り
以
後
お
よ
そ
五
十

年
、
あ
る
は
鹿
野
園

ミ
ガ
ダ
ー
ヤ

（M
ṛ g
ad
āva

）
１
３

、
あ
る
は

王
舎
城

ラ
ー
ジ
ャ
グ
リ
ハ

（R
ājag

ṛ h
a

）
１
４

、
あ
る
は
象
頭
山

ぞ
う
ず
せ
ん

（G
ayāśīrṣ a

）
１
５

の
上
に
、
あ
る
は
拘
尸
那
掲
羅

ク

シ

ナ

ガ

ラ

（K
u
śin
ag
ara

）
１
６

の
茂
林
に
、
至
る
と
こ
ろ
法
輪
を
転

し
１
７

、
四
諦
八
聖
道

し
た
い
は
っ
し
ょ
う
ど
う

１
８

の
福
音
を
以
て
衆
生
を
教
化
せ
り
。
仏
教
の
源
泉
こ
こ
に
あ
り
。
イ
ン
ド
の
光
明
こ

こ
に
あ
り
。
二
千
余
年
の
今
日
に
伝
わ
り
、
幾
百
万
の
玄
言
を
支
配
す
る
も
の
こ
こ
に
あ
り
。
仏
滅
後
、
遺

法

結

集

け
つ
じ
ゅ
う

の
必
要
を
感
じ
、
迦
葉

か
し
ょ
う

（K
āśyap

a

）
１
９

、
摩
揭
陀

マ

ガ

ダ

国
（M

ag
ad

h
a

）
の
王

阿

闍

世

ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル



（A
jātaśatru

）
に
説
き
、
王
舎
城
畔
の
十
八
大
寺
を
補
修
し
、
な
ら
び
に
竹
林
精
舎
の
西
南
、
昆
波
羅
山

（V
aib

h
āra

）
の
七
葉
窟
（S

ap
ta-p

arn
a-g
u
h
ā

）
２
０

に
一
大
精
舎
を
立
て
し
め
、
前
者
を
以
て
主
な
る
僧

衆
の
集
合
所
と
な
し
、
後
者
を
以
て
聖
典
結
集
の
場
所
と
な
し
た
り
。
迦
葉
は
論
部
に
、
優
波
離

ウ

パ

ー

リ

（U
p
āli

）

は
律
部
に
、
阿
難
陀

ア
ー
ナ
ン
ダ

（Ā
n
an
d
a

）
は
経
部
に
首
座
と
し
て
三
蔵
を
結
集
せ
り
２
１

。
し
か
る
に
こ
の
時
に
当
た

り
、
窟
中
に
入
り
て
三
蔵
結
集
に

与
あ
ず
か

り
能
わ
ざ
る
羅
漢
２
２

、
な
お
多
く
、
彼
ら
は
窟
外
に
集
合
し
て
別
に
三

蔵
を
結
集
せ
り
と
い
う
。
上
座
部

じ
ょ
う
ざ
ぶ

（S
th

avira-vād
a

２
３

）
、
大
衆
部

だ
い
し
ゅ
ぶ

（M
ah
āsam

̣g
h

ik
a

）
は
早
く
、
す
で
に

こ
の
時
に
根
源
せ
る
な
ら
ん
。
北
方
所
伝
に
よ
れ
ば
、
文
珠
（M

añ
ju
śrī

）
、
弥
勒
（M

aitreya

）
等
の
大
菩

薩
、
こ
の
結
集
以
外
に
さ
ら
に
大
鉄
囲
山

だ
い
て
つ
い
せ
ん

２
４

に
集
合
し
、
大
乗
三
蔵
を
結
集
せ
る
こ
と
を
伝
う
。
そ
の
後
多

少
の
変
化
開
展
あ
り
し
な
ら
ん
も
、
甚
だ
し
き
分
裂
を
見
ず
し
て
、
二
百
年
を
経
過
せ
り
。
こ
こ
に
仏
教
界

に
大
影
響
を
及
ぼ
せ
る
阿

育

ア
シ
ョ
ー
カ

王
（A

śo
k
a

）
あ
ら
わ
れ
、
一
朝
自
己
暴
虐
の
過
失
を
悔
い
、
深
く
仏
教
に
帰

し
、
八
万
四
千
２
５

の
寺
塔
を
建
て
、
伝
道
師
を
諸
国
に
派
遣
し
、
ま
た
十
数
回
の
勅
令
を
発
し
、
こ
れ
を
岩

石
に
彫
刻
し
、
各
国
に
建
設
し
、
仏
教
倫
理
を
社
会
に
実
行
せ
し
む
る
の
方
針
を
と
れ
り
。
そ
の
仏
教
に
及

ぼ
せ
る
効
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
（C

o
n

stan
tin

e

）
帝
２
６

の
耶
蘇

や

そ

教
〔
キ
リ
ス
ト
教
〕

に
お
け
る
が
ご
と
し
。

阿
育
王
の
死
後
、
種
々
に
分
派
し
、
互
い
に
そ
の
義
を
固
守
し
、
一
歩
も
譲
ら
ず
。
世
友
尊
者
（V

asu
m

itra

）



２
７

の
異
部
宗
輪
論
に
は
二
十
部
を
の
せ
た
り
。
そ
の
根
源
は
上
座
部
・
大
衆
部
の
軋
轢
に
基
づ
く
。
上
座
部

は
保
守
に
し
て
戒
律
儀
式
を
重
ん
じ
、
行
動
は
着
実
な
れ
ど
も
、
そ
の
教
理
は
当
時
の
思
想
界
を
満
足
せ
し

む
る
能
わ
ざ
る
も
の
あ
り
し
が
ご
と
し
。
大
衆
部
は
進
歩
派
に
し
て
、
深
遠
な
る
教
理
を
唱
道
し
、
大
胆
な

る
行
動
を
な
せ
る
も
の
の
ご
と
し
。
し
か
り
し
こ
う
し
て
仏
滅
二
百
年
よ
り
五
百
年
前
後
ま
で
、
宗
派
種
々

に
分
裂
し
、
上
座
部
は
説せ

つ

一
切

い
っ
さ
い

有
部

う

ぶ

、
雪
山
部

せ
っ
せ
ん
ぶ

、
犢と

く

子し

部ぶ

、
法
上
部

ほ
う
じ
ょ
う
ぶ

、
賢
冑
部

け
ん
ち
ゅ
う
ぶ

、

正
し
ょ
う

量
り
ょ
う

部ぶ

、
密
林
山
部

み
つ
り
ん
せ
ん
ぶ

、

化
地
部

け

じ

ぶ

、
法
蔵
部

ほ
う
ぞ
う
ぶ

、
飲
光
部

お
ん
こ
う
ぶ

、

経
き
ょ
う

量
り
ょ
う

部ぶ

の
十
一
部
と
な
り
、
大
衆
部
は
一
説
部

い
っ
せ
つ
ぶ

、
説
出
世
部

せ
つ
し
ゅ
っ
せ
ぶ

、
鶏
胤
部

け
い
い
ん
ぶ

、

多
聞
部

た

も

ん

ぶ

、
説
仮
部

せ

っ

け

ぶ

、
制
多
山
部

せ

い

た

さ

ん

ぶ

、
西
山
住
部

せ
い
ざ
ん
じ
ゅ
う
ぶ

、
北
山
住
部

ほ
く
さ
ん
じ
ゅ
う
ぶ

の
九
部
と
な
り
、
小
乗
の
教
義
大
い
に
発
達
し
、

大
乗
仏
教
開
展
の
先
駈

さ
き
が
け

と
な
り
、
礎
石
と
な
り
、
予
備
と
な
り
し
も
の
少
な
か
ら
ず
。 

 

大
乗
仏
教
の
萌
芽 

こ
の
中
、
大
衆
部
中
、
一
説
部
の
世
出
世

せ
し
ゅ
っ
せ

２
８

の
法
、
皆
、
実
体
な
く
し
て
同
一
仮
名

け
み
ょ
う

な
り
と
い
い
、
説
仮

部
の
世
出
世
の
法
、
通
し
て
仮
名
な
り
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
真
実
な
り
と
説
く
が
ご
と
き
、
仏
陀
の
周
遍
円

満
２
９

、
無
碍
自
在
３
０

な
る
を
説
く
が
ご
と
き
、
般
若
皆
空
論
の
思
潮
に
、
摂

属

し
ょ
う
ぞ
く

〔
包
摂
〕
せ
し
む
る
を
得
べ

き
も
の
に
し
て
、
後
世
龍
樹
「
不
可
得
空
論
」
の
先
駈
た
る
な
か
ら
ん
や
。
大
乗
教
理
の
萌
芽
大
衆
部
に
あ



ら
わ
れ
た
る
は
、
教
理
史
上
掩お

お

う
べ
か
ら
ざ
る
事
実
な
り
。
豈
忽
然
と
し
て
大
乗
な
る
も
の
思
想
界
に
あ
ら

わ
る
る
を
得
ん
や
。
後
、
仏
滅
お
よ
そ
六
百
年
（
西
洋
紀
元
後
十
年
頃
）
、
中
央
亜
細
亜
よ
り
南
侵
し
来
り
た

る
サ
ー
カ
（S

ak
a

）
種
よ
り
出
で
た
る
、
迦
尼
色
迦

カ

ニ

シ

カ

王
（K

an
iṣ k

a

）
３
１

厚
く
仏
法
を
尊
崇
し
、
中
イ
ン
ド
と

の
接
戦
に
、
戦
勝
の
報
償
と
し
て
馬
鳴
（A

śvag
h
o
ṣ a

）
３
２

を
得
、
そ
の
言
を
用
い
、
教
法
流
布
に
大
い
に
力

を
尽
く
せ
り
。
当
時
イ
ン
ド
の
北
方
、
迦
濕
彌
羅

カ

シ

ミ

ー

ル

（K
ash

m
ir

）
は
、
一
切
有
部
の
根
拠
地
と
な
り
、
摩
訶
陀

マ

ガ

ダ

は
大
衆
部
強
盛
を
極
め
、
互
い
に
弁
難
攻
撃
を
事
と
せ
り
。
し
か
る
に
説
一
切
有
部
は
迦
尼
色
迦
王
に
説
き
、

宗
義
統
一
の
た
め
仏
典
結
集
を
す
す
め
、
北
方
の
国
都
ジ
ャ
ー
ダ
ラ
（Jālan

d
h

ara

）
３
３

に
、
五
百
の
大
阿
羅

漢
を
会
し
、
脅
尊
者

き
ょ
う
そ
ん
し
ゃ

（P
ārśva
）
３
４

を
上
首
と
し
、
毘
婆
沙
論

び

ば

し

ゃ

ろ

ん

３
５

を
結
集
せ
り
。
大
乗
仏
教
の
創
唱
者
、
馬

鳴
ま
た
こ
の
結
集
に
参
せ
し
と
い
う
。
馬
鳴
は
英
俊
卓
識
の
人
、
浅
近
な
る
説
一
切
有
部
の
教
義
に
満
足
す

る
人
に
あ
ら
ず
。
果
然
彼
は
有
部
の
雑
然
た
る
多
元
的
教
義
を
棄
て
、
一
心
二
門
の
汎
神
的
教
義
を
唱
導
せ

り
。
そ
の
教
義
上
よ
り
察
す
れ
ば
、
僧
佉

そ
う
ぎ
ゃ

（S
āṃ

k
h

ya

）
３
６

に
影
響
せ
ら
れ
た
る
も
の
あ
る
を
知
る
べ
し
。

こ
れ
北
方
仏
教
の
一
大
変
化
な
り
。
し
か
れ
ど
も
そ
の
積
極
的
肯
定
的
に
し
て
、
「
有
」
の
性
質
を
有
す
る
は
、

始
終
、
北
方
仏
教
の
特
質
な
り
と
い
う
べ
し
。
そ
の
後
、
お
よ
そ
一
百
年
を
隔
て
、
南
イ
ン
ド
憍
薩
羅

コ

ー

サ

ラ

（K
o

sala

）
３
７

に
お
い
て
曠
世
の
偉
人
龍
樹
あ
ら
わ
れ
た
り
。
龍
樹
は
幼
よ
り
、
聡
明
奇
悟
、 

早
く
学
術
技



芸
の
堂
奥

ど
う
お
う

を

窺
う
か
が

い
、
青
年
の
と
き
一
度
罪
悪
の
深
淵
に
溺
没
せ
る
も
、
い
っ
た
ん
自
己
の
過
失
を
さ
と
る
や
、

翻
然
と
し
て
仏
門
に
帰
し
、
小
乗
三
蔵
を
以
て
足
ら
ず
と
な
し
、
諸
国
を
周
遊
し
て
道
を
求
め
、
雪
山

せ
っ
せ
ん

〔
ヒ
マ

ラ
ヤ
〕
に
お
い
て
一
老
比
丘

び

く

３
８

よ
り
摩
訶
衍

ま

か

え

ん

３
９

の
経
典
を
授
か
り
、
な
お
種
々
の
宗
教
学
術
を
き
わ
め
、
そ
の

結
果
「
般
若
無
所
得
空
論
」
を
主
張
し
、
法
界

ほ
っ
か
い

４
０

の
真
相
は
、
有
と
も
名
づ
く
べ
か
ら
ず
、
無
と
も
名
づ
く

べ
か
ら
ず
、
非
有
非
無

ひ

う

ひ

む

〔
有
で
も
無
で
も
な
い
〕
と
も
名
づ
く
べ
か
ら
ず
、
亦
有
亦
空

や
く
う
や
く
く
う

〔
有
で
も
あ
り
無
で
も
あ
る
〕
と

も
名
づ
く
べ
か
ら
ず
、
空
無
所
得
４
１

の
も
の
と
な
し
、
こ
の
真
位
に
安
住
し
て
世
間
の
憂
喜
苦
楽
に
動
揺
せ

ら
れ
ず
、
世
間
即
涅
槃
に
体
達
せ
よ
と
す
す
む
。
提
婆

だ

い

ば

４
２

、
龍
智

り
ゅ
う
ち

４
３

、
こ
の
思
想
を
受
け
て
布
演
〔
敷
衍
〕
し
、

「
空
」
論
は
以
て
一
時
代
の
思
潮
た
る
に
至
れ
り
。
北
方
に
は
馬
鳴
の
大
乗
仏
教
あ
り
。
南
方
に
は
龍
樹
の

大
乗
仏
教
新
起
し
、
イ
ン
ド
仏
教
今
や
そ
の
高
潮
に
達
せ
ん
と
す
る
時
と
な
れ
り
。
龍
樹
は
馬
鳴
お
よ
び
、

そ
の
教
義
を
知
り
し
や
否
や
は
一
つ
の
疑
問
な
り
。
龍
樹
の
著
書
を
よ
む
も
少
し
も
そ
の
事
実
を
認
む
べ
き

も
の
あ
ら
ず
。 

 

馬
鳴
・
龍
樹
の
比
較 

試
み
に
二
者
を
対
照
比
論
せ
ん
に
、 



 

一
、 

馬
鳴
は
時
間
上
よ
り
縁
起
論
を
唱
道
し
、
大
い
に
こ
れ
に
重
き
を
置
き
た
り
。
龍
樹
は
空
間
上
よ
り

実
相
論
を
主
張
し
、
そ
が
皆
空

か
い
く
う

論
を
も
っ
て
唯
一
の
立
脚
点
と
せ
ん
。 

二
、 

馬
鳴
は
仏
陀
に
法
報
応
の
三
身
あ
る
こ
と
を
説
き
、
仏
身
論
の
見
解
、
そ
の
完
美
を
尽
く
せ
り
。
龍

樹
は
仏
身
に
関
し
て
は
、
法
性
身
・
肉
生
身
を
説
く
の
み
な
り
。 

三
、 

馬
鳴
は
眼
耳
鼻
舌
身
意
、
六
識
の
外
に
、
起
信
論
の
「
所
謂
不
生
不
滅
與
生
滅
和
合
非
一
非
異
名
爲

阿
頼
耶
識
」〔
い
わ
ゆ
る
不
生
不
滅
と
生
滅
、
和
合
し
て
一
に
あ
ら
ず
、
異
に
あ
ら
ず
、
名
づ
け
て
阿
頼
耶
識
と
な
す
〕
と

い
う
た
る
、
阿
頼
耶
識

あ

ら

や

し

き

４
４

を
立
て
、
後
世
、
世
親
の
頼
耶
縁
起

ら

や

え

ん

ぎ

論
４
５

の
暗
指
を
な
せ
り
。
龍
樹
は
六

識
を
説
く
の
み
な
り
。 

四
、 

馬
鳴
は
一
心
の
法
を
根
本
と
し
て
心
真
如
門
と
心
生
滅
門
を
顕
示
せ
り
。
龍
樹
は
真
俗
二
諦
を
説
け

り
。 

五
、 

馬
鳴
は
論
旨
肯
定
的
な
れ
ど
も
、
龍
樹
は
論
旨
否
定
的
な
り
。 

六
、 

馬
鳴
の
教
義
は
汎
神
論
的
な
れ
ど
も
、
龍
樹
の
教
義
は
無
宇
宙
論
的
な
り
。 

 



か
く
の
ご
と
く
二
者
の
間
に
相
違
あ
り
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
仏
教
小
乗
各
宗
派
を
も
っ
て
、
浅
近

浅
薄
な
り
と
て
こ
れ
を
斥
け
、
釈
迦
仏
は
声

聞

し
ょ
う
も
ん

浅
機
４
６

の
た
め
に
、
摩
訶
衍
を
説
か
ず
。
も
し
こ
れ
を
説
く

も
了
解
せ
ざ
り
し
。
た
だ
大
機
利
根

だ

い

き

り

こ

ん

４
７

の
も
の
の
た
め
に
、
摩
訶
衍
を
説
け
り
。
自
己
の
主
張
せ
る
仏
教
は

大
乗
摩
訶
衍
な
り
と
す
る
に
至
り
て
は
、
馬
鳴
、
龍
樹
と
も
に
同
一
な
り
。
人
あ
る
い
は
釈
摩
訶
衍
論
４
８

と

菩
提
心
論
４
９

を
も
っ
て
、
龍
樹
の
馬
鳴
よ
り
影
響
を
受
け
た
る
こ
と
を
証
す
と
い
え
ど
も
、
釈
摩
訶
衍
論

は
、
朝
鮮
の
人
、
月
忠
の
偽
作
と
い
う
も
の
、
真
に
近
く
、
伝
教
〔
最
澄
〕
の
七
難
、
よ
く
そ
の
肯
綮

こ
う
け
い

に
当
た

れ
り
５
０

。
菩
提
心
論
は
不
空
三
蔵
の
作
と
い
う
も
の
真
に
近
し
。
後
に
こ
れ
を
述
ぶ
べ
し
。
こ
の
二
書
を
外

に
し
て
、
龍
樹
の
馬
鳴
よ
り
影
響
を
受
け
し
を
知
る
べ
き
も
の
、
一
つ
も
あ
ら
ざ
る
な
り
。
吾
人
は
馬
鳴
、

龍
樹
の
二
人
を
以
て
、
大
乗
仏
教
の
二
方
面
を
代
表
す
る
者
と
信
ず
る
な
り
。 

 龍
樹
以
後
の
仏
教
界
の
大
勢 

次
に
眼
光
を
転
じ
て
、
龍
樹
以
後
の
仏
教
を
観
察
す
る
に
、
龍
樹
の
後
、
お
よ
そ
二
百
年
を
隔
て
て
、
中

イ
ン
ド
に
無
著

む
じ
ゃ
く

（A
saṅ g

a

）
５
１

、
世
親
（V

asu
b

an
d

h
u

）
５
２

の
二
兄
弟
あ
ら
わ
れ
、
無
著
は
龍
樹
の
八
不

中
道
を
立
脚
地
と
し
、
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
、
何
故

な
に
ゆ
え

に
虚
妄
非
有

こ

も

う

ひ

う

の
万
有
は
存
在
す
る
か
、
吾
人
〔
わ
れ
わ
れ
〕



は
何
に
依
り
て
、
こ
れ
を
認
識
す
る
こ
と
を
得
る
か
の
問
題
に
入
れ
り
。
龍
樹
は
重お

も

に
論
理
上
よ
り
、
存
在

の
矛
盾
を
説
き
、
「
不
可
得
空
」
に
帰
せ
り
。
し
か
る
に
無
著
は
も
し
虚
妄
非
有

こ

も

う

ひ

う

の
も
の
な
ら
ば
、
吾
人
の
存

在
を
認
識
す
る
は
何
ぞ
や
、
こ
の
認
識
上
の
問
題
に
進
入
せ
り
。
し
か
し
て
さ
ら
に
他
の
一
方
に
馬
鳴
の
阿

頼
耶
識
説
を
調
合
し
来
り
。
二
家
折
衷
の
結
果
、
観
念
実
在
論
を
唱
道
せ
り
。
天
親

て
ん
じ
ん

〔
世
親
〕
は
初
め
、
倶
舎

論
を
作
り
、
小
乗
の
立
脚
地
に
立
ち
し
も
、
後
、
兄
無
着
の
誘
導
に
よ
り
、
大
乗
に
帰
向
し
、
万
法
唯
識
を

主
張
せ
り
。
仏
滅
一
千
余
年
、
南
イ
ン
ド
建
至
国
５
３

に
清
弁
（B

h
āvavivek

a

）
５
４

、
護
法
（D

h
arm

ap
āla

）

５
５

の
二
論
師

ろ

ん

じ

あ
ら
わ
れ
、
清
弁
は
龍
樹
の
破
有
論
５
６

を
祖
述
し
、
諸
法
非
実
有
を
論
ぜ
り
。
掌
珍
論
５
７

の
頌

に
い
わ
く
。
「
眞
性
有
爲
空 

如
幻
縁
生
故 

無
爲
無
有
實 

不
起
似
空
華
」〔
「
眞

性

し
ん
し
ょ
う

に
は
有
爲
は
空
な
り
、 

幻げ
ん

の
如
し
、
縁

生

ね
ん
し
ょ
う

な
る
が
故
に
。 

無
爲
は
實
有
る
こ
と
無
し
、 

不
起

ふ

き

な
れ
ば
な
り
、
空
華

く
う
げ

に
似
た
り
。
」
〕
。
護
法

は
天
親
を
祖
述
し
、
八
識
よ
り
万
有
顕
現
の
事
理
を
説
く
こ
と
、
す
こ
ぶ
る
詳
細
を
尽
せ
り
。
し
か
し
て

依
他
起
性

え

た

き

し

ょ

う

に
つ
い
て
、
清
弁
と
火
花
を
散
し
て
論
争
せ
り
。
清
弁
い
わ
く
、
真
勝
義
の
理
に
よ
れ
ば
、
依
他

の
法
体

ほ
っ
た
い

５
８

、
畢

竟

ひ
っ
き
ょ
う

空
な
り
と
。
護
法
い
わ
く
、
依
他
の
上
の
遍
計

へ

ん

げ

５
９

の
妄
有
は
空
な
れ
ど
も
、
そ
が
法
体
は

実
有
な
り
。
広
百
論
６
０

に
い
わ
く
。
「
遣
彼
妄
有
。
故
立
眞
空
」〔
「
彼
が
妄
有
を
遣や

る
が
故
に
眞
空
を
立
つ
る
な

り
」
〕
。
清
弁
の
門
下
に
智
光
（Jn

ān
ap
rab
h
a

）
６
１

あ
り
。
仏
法
の
教
理
を
三
等
に
区
別
し
、
一
切
有
部
の
心



境
倶
有
論
、
唯
識
の
心
有
境
空
論
、
般
若
の
心
境
俱
空
論
こ
れ
な
り
６
２

。
こ
の
中
、
般
若
の
心
境
俱
空
論
を

も
っ
て
最
も
最
高
完
備
の
も
の
と
せ
り
。
こ
れ
と
同
時
代
に
戒
賢
（Ś

īlab
h
ad
ra

）
６
３

あ
り
、
陳
那

（D
ig
n
āg
a

）
６
４

お
よ
び
護
法
は
万
法
唯
識
の
原
理
に
よ
り
、
空
有

く

う

う

の
中
道
を
仏
の
真
意
と
な
し
、
大
い
に
唱

道
せ
り
。
智
光
、
戒
賢
両
々
相
下
ら
ず
。
龍
虎
珠
を
争
う
の
壮
観
あ
り
。
こ
れ
を
要
す
る
に
無
着
、
天
親
は

龍
樹
の
「
空
論
」
よ
り
さ
ら
に
一
歩
を
転
じ
、
唯
識
を
唱
道
せ
し
を
以
て
、
そ
の
教
義
「
空
」
「
有
」
の
相
違

あ
り
。
故
に
後
世
よ
り
こ
れ
を
観
察
す
れ
ば
、
龍
樹
の
教
系
と
天
親
の
教
系
と
相
樹
立
せ
り
。
龍
樹
の
教
系

に
属
す
る
も
の
は
、
迦
那
提
婆

か

な

だ

い

ば

６
５

、
羅
睺
羅

ら

ご

ら

６
６

、
青

目

し
ょ
う
も
く

６
７

、
清
弁
、
智
光
、
地
婆
伽
羅

じ

ば

か

ら

６
８

等
あ
り
。
天
親

の
教
系
に
属
す
る
も
の
は
、
兄
の
無
着
を
始
め
と
し
て
堅
慧
６
９

、
陳
那
、
安
慧
７
０

、
難
陀

な

ん

だ

７
１

、
護
法
、
戒
賢

等
な
り
。
こ
こ
に
お
い
て
か
イ
ン
ド
仏
教
史
上
に
お
け
る
、
龍
樹
の
地
位
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
を
、
知

る
こ
と
を
得
べ
し
。
嗚
呼
、
西
洋
哲
学
に
は
観
念
論
、
実
在
論
の
二
大
潮
流
あ
り
。
支
那
哲
学
に
は
人
性
善

悪
の
大
問
題
あ
り
。
イ
ン
ド
思
想
界
に
は
「
有
」
「
空
」
の
二
系
あ
り
。
世
界
思
想
界
の
大
勢
を
観
察
す
る
、

豈
ま
た
快
な
ら
ず
や
。 

  



 
９ 
四
姓 

 

四
種
の
種
性
。
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
制
度
の
四
つ
の
階
級
。
バ
ラ
モ
ン
（
僧
・
司
祭
）、
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
（
王

侯
・
戦
士
）、
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
（
商
人
・
農
民
）、
シ
ュ
ー
ド
ラ
（
奴
隷
）
の
こ
と
。 

１
０ 

衆
生 

 
元
来
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語sattva

（
薩
埵
）
の
訳
語
で
、「
命
あ
る
者
」
の
意
。
通
常
は
人
間
を
含
む

動
物
一
般
を
指
す
が
、
仏
や
菩
薩
、
神
話
上
の
異
類
な
ど
を
含
む
場
合
も
あ
る
。「
心
あ
る
者
」
の
意
と
解
し
て
「
有
情

（
う
じ
ょ
う
）
」
と
訳
す
場
合
も
あ
る
。「
生
物
」
や
「
世
間
の
多
く
の
人
々
」
の
意
味
で
「
衆
生
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

１
１ 

畢
波
羅 

 

菩
提
樹
（
イ
ン
ド
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
）
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
名
。 

１
２ 

こ
の
時
三
十
歳 

 

ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
が
成
道

じ
ょ
う
ど
う

し
た
（
悟
り
を
ひ
ら
い
た
）
年
齢
に
つ
い
て
は
、『
大
智
度
論
』
や

『
普
曜
経
』、『
梵
網
経
』
な
ど
で
は
三
十
歳
。『
増
一
阿
含
経
』
や
『
中
阿
含
経
』、『
本
行
集
経
』
な
ど
で
は
三
十
五
歳
と

し
て
い
る
。
ま
た
出
家
し
た
年
齢
に
つ
い
て
も
、
前
者
で
は
十
九
歳
。
後
者
で
は
二
十
九
歳
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
修
行
期
間
に
つ
い
て
は
共
に
六
年
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
者
の
説
を
と
る
こ
と
が
多
い
。 

１
３ 

鹿
野
園 

 

ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
が
悟
り
を
ひ
ら
い
て
か
ら
初
め
て
説
法
（
初
転
法
輪
）
し
た
場
所
。
鹿
野
苑
と
も
い

 



 
う
。 

１
４ 

王
舎
城 

 

マ
ガ
ダ
国
の
中
心
都
市
。 

１
５ 

象
頭
山 

 
イ
ン
ド
に
あ
る
山
。
カ
ッ
サ
パ
三
兄
弟
と
そ
の
弟
子
が
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
に
帰
依
し
た
地
。
伽
耶
山
と

も
い
う
。 

１
６ 

拘
尸
那
掲
羅 

 
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
が
入
滅
（
死
亡
）
し
た
地
。 

１
７ 

法
輪
を
転
し 

 

説
法
す
る
こ
と
。
転
法
輪
。 

１
８ 

四
諦
八
聖
道 

 

仏
教
に
お
け
る
４
つ
の
真
理
と
、
８
つ
の
行
動
指
針
。
四
諦
は
、
苦
諦
・
集
諦
・
滅
諦
・
道
諦
。
八

聖
道
（
八
正
道
）
は
、
正
見
・
正
思
惟
・
正
語
・
正
業
・
正
命
・
正
精
進
・
正
念
・
正
定
。 

１
９ 

迦
葉 

 

釈
迦
十
大
弟
子
の
一
人
。
同
名
の
弟
子
と
区
別
す
る
た
め
、
大
迦
葉
、
摩
訶
迦
葉
（
マ
ハ
ー
カ
ッ
サ
パ
）
と

も
称
す
る
。 

２
０ 

昆
波
羅
山
の
七
葉
窟 

 

第
一
結
集
の
行
わ
れ
た
場
所
に
は
諸
説
あ
り
、
同
じ
昆
波
羅
山
（
ヴ
ァ
イ
バ
ー
ラ
山
）
の
ヒ

ッ
パ
ラ
窟
や
ソ
ー
ン
バ
ン
ダ
ル
窟
と
す
る
説
、
ヴ
ィ
プ
ラ
山
の
洞
窟
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
。『
大
智
度
論
』
は
耆
闍
崛
山

 



 
（
霊
鷲
山
）
で
行
わ
れ
た
と
す
る
。 

２
１ 

迦
葉
は
論
部
に…

…

三
蔵
を
結
集
せ
り 

 

仏
教
の
典
籍
は
、
論
、
律
、
経
に
分
類
さ
れ
、
総
称
し
て
三
蔵
と
い
う
。

こ
の
う
ち
、
論
部
は
ブ
ッ
ダ
の
言
行
録
、
律
部
は
サ
ン
ガ
（
僧
団
）
の
戒
律
、
経
部
は
註
釈
・
解
釈
を
集
め
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
分
類
は
次
第
に
拡
大
さ
れ
、
時
代
が
下
る
と
混
交
し
て
い
っ
た
。 

２
２ 

羅
漢 

 

阿
羅
漢
の
略
。
悟
り
を
ひ
ら
い
た
高
僧
。 

２
３ S

th
avira-vād

a 
 

パ
ー
リ
語
で
はT

h
era-vād

a

と
い
い
、
英
語
で
は
上
座
部
仏
教
をT

h
eravad

a B
u

d
d

h
ism

と

い
う
。
上
座
部
で
は
パ
ー
リ
語
仏
典
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。 

２
４ 

大
鉄
囲
山 

 

鉄
囲
山
の
さ
ら
に
外
側
に
あ
る
と
い
う
鉄
の
山
。
仏
教
の
世
界
観
で
、
須
弥
山
を
中
心
と
す
る
九
山
八

海
の
一
番
外
側
に
あ
る
鉄
山
を
鉄
囲
山
（
小
鉄
囲
山
）
と
い
い
、
三
千
大
千
世
界
を
囲
む
鉄
山
を
大
鉄
囲
山
と
い
う
。 

２
５ 

八
万
四
千 
 

仏
教
に
お
い
て
数
が
多
い
こ
と
を
意
味
す
る
数
字
と
し
て
、
八
万
四
千
が
多
用
さ
れ
る
。 

２
６ 

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
帝 

 

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
１
世
（C

o
n

stan
tin

u
s I 

 2
8

0
?

～3
3

7

）。
ロ
ー
マ
皇
帝
で
初
め
て

キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
し
、
以
後
の
キ
リ
ス
ト
教
の
進
展
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
キ
リ
ス
ト
教
各
宗
派
で
聖
人
に
列
せ

 



 
ら
れ
る
。 

２
７ 

世
友
尊
者 

 

ヴ
ァ
ミ
ス
ト
ラ
。
一
世
紀
末
か
ら
二
世
紀
頃
の
イ
ン
ド
の
僧
。 

２
８ 

世
出
世 

 
世
間
（
世
俗
）
と
出
世
（
世
俗
を
越
え
た
仏
法
の
世
界
）
の
こ
と
。 

２
９ 

周
遍
円
満 

 
功
徳
が
十
分
に
満
ち
足
り
て
広
く
す
み
ず
み
ま
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
。 

３
０ 

無
碍
自
在 

 

何
の
障
碍
も
な
く
、
思
い
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
。
融
通
無
碍
、
自
由
自
在
。 

３
１ 

サ
ー
カ
種
よ
り
出
で
た
る
、
迦
尼
色
迦
王 

 

ク
シ
ャ
ー
ナ
朝
の
カ
ニ
シ
カ
王
は
、
ホ
ー
タ
ン
（K

h
o

tan

）
出
身
と

す
る
説
が
あ
り
、
こ
の
説
に
基
づ
き
、
王
統
は
そ
れ
ま
で
と
断
絶
し
て
お
り
、
王
を
サ
カ
族
出
身
と
す
る
も
の
か
。 

３
２ 

馬
鳴 

 

ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
。
生
没
年
不
詳
（
一
〇
〇
年
頃
？
）
。『
ブ
ッ
ダ
チ
ャ
リ
タ
』（『
仏
所
行
讃
』）
な
ど

を
著
す
。
『
大
乗
起
信
論
』
の
著
者
と
さ
れ
る
が
、
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。 

３
３ 

ジ
ャ
ー
ダ
ラ 

 

ジ
ャ
ー
ラ
ン
ダ
ラ
。
北
イ
ン
ド
の
古
国
。
玄
奘
が
訪
れ
た
闍
爛
達
羅
（
ジ
ャ
ラ
ン
ダ
ラ
王
国
）
の
都

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
。
現
在
の
ジ
ャ
ラ
ン
ダ
ル
（Jalan

d
h

ar

）。
カ
ニ
シ
カ
王
に
よ
る
結
集
が
こ
の
地
で
行
わ
れ
た

と
す
る
説
が
あ
る
。
一
般
に
は
カ
シ
ミ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
第
四
結
集
自
体
の
史
実
性
が
疑
わ
れ
て
い
る
。

 



 
ま
た
本
書
で
は
国
都
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ク
シ
ャ
ー
ナ
朝
の
都
は
プ
ル
シ
ャ
プ
ラ
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
）。 

３
４ 

脅
尊
者 

 

パ
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
。
一
般
的
に
は
脇
尊
者
と
い
う
。
二
世
紀
頃
の
学
僧
。
悟
り
を
ひ
ら
く
ま
で
脇
を
つ
け

な
い
（
横
に
な
ら
な
い
）
と
誓
っ
て
修
行
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
呼
ば
れ
る
。「
脅
」
も
わ
き
ば
ら
の
意
。
馬
鳴
の
師
と
さ

れ
る
。 

３
５ 

毘
婆
沙
論 

 

阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
。
説
一
切
有
部
の
教
説
を
ま
と
め
た
と
さ
れ
る
『
発
智
論
』
に
対
す
る
注
釈

書
。
カ
ニ
シ
カ
王
が
主
宰
し
た
結
集
の
際
の
論
蔵
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
定
か
で
な
い
。 

３
６ 

僧
佉 

 

サ
ー
ン
キ
ヤ
学
派
の
こ
と
。 

３
７ 

南
イ
ン
ド
憍
薩
羅 

 

こ
こ
で
の
コ
ー
サ
ラ
国
と
は
、
舎
衛
城
の
あ
る
コ
ー
サ
ラ
国
で
は
な
く
、
南
コ
ー
サ
ラ
国
。 

３
８ 

比
丘 

 

男
性
の
出
家
修
行
者
。
女
性
の
場
合
は
比
丘
尼
と
い
う
。 

３
９ 

摩
訶
衍 

 

大
乗
の
こ
と
。
摩
訶
衍
も
大
乗
も
マ
ハ
ー
ヤ
ー
ナ
（M

ah
āyān

a

）
の
漢
訳
。「
大
き
な
乗
り
物
」
の
意
。 

４
０ 

法
界 

 

意
識
の
対
象
と
な
る
も
の
す
べ
て
。
因
果
律
に
支
配
さ
れ
る
万
有
の
総
体
。
大
乗
仏
教
で
は
、
世
界
の
真
実

体
、
実
相
（「
真
如
」
と
同
義
）
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。 

 



 
４
１ 
無
所
得 

 

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
、
執
着
し
な
い
こ
と
。
不
可
得
と
も
い
う
。 

４
２ 

提
婆 

 

ア
ー
リ
ヤ
デ
ー
ヴ
ァ
／
聖
提
婆
／
聖
天
／
迦
那
提
婆
。
龍
樹
の
直
弟
子
。
一
五
〇
頃
～
二
五
〇
頃
。
龍
樹
の

直
弟
子
。『
百
論
』、『
広
百
論
本
』
な
ど
を
著
す
。 

４
３ 

龍
智 

 

ナ
ー
ガ
ボ
ー
デ
ィ
（N

āg
ab
o
d
h
i

）。
龍
樹
の
弟
子
で
、
真
言
密
教
付
法
の
第
四
祖
と
さ
れ
る
が
、
実
在
性

が
疑
わ
し
く
、
伝
説
上
の
存
在
か
。 

４
４ 

阿
頼
耶
識 

 

唯
識
派
に
お
い
て
、
六
識
と
末
那
識
に
次
ぐ
第
八
識
。
ア
ー
ラ
ヤ
識
、
蔵
識
と
も
い
う
。
第
七
識
ま
で

を
生
み
出
す
心
識
（
心
の
作
用
、
認
識
）。 

４
５ 

頼
耶
縁
起
論 

 

阿
頼
耶
識
に
基
づ
い
て
諸
現
象
が
成
立
す
る
と
い
う
唯
識
派
の
因
果
関
係
論
。 

４
６ 

声
聞
浅
機 

 

声
聞
は
仏
弟
子
の
こ
と
で
あ
る
が
、
特
に
大
乗
仏
教
か
ら
部
派
仏
教
徒
に
対
し
、
自
己
の
救
済
の
み
を

目
指
す
者
と
し
て
侮
蔑
的
に
用
い
ら
れ
る
。
浅
機
は
悟
り
を
ひ
ら
く
能
力
や
資
質
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
。 

４
７ 

大
機
利
根 

 

大
機
は
、
大
乗
の
教
え
を
実
践
す
る
資
質
の
こ
と
。
利
根
は
、
仏
道
修
行
の
能
力
や
素
質
が
す
ぐ
れ
て

い
る
こ
と
の
意
。 

 



 
４
８ 
釈
摩
訶
衍
論 

 

大
乗
起
信
論
（
馬
鳴
の
作
と
さ
れ
る
）
の
注
釈
書
。
龍
樹
の
作
と
さ
れ
る
が
古
来
よ
り
疑
問
視
さ
れ

て
い
る
。 

４
９ 

菩
提
心
論 

 

発
菩
提
心
を
密
教
的
に
基
礎
づ
け
る
論
書
。
真
言
宗
で
は
龍
樹
（
龍
猛
）
の
作
と
さ
れ
、
重
要
視
さ
れ

た
。
正
式
に
は
、
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
と
い
う
。 

５
０ 

釈
摩
訶
衍
論
は…

…
肯
綮
に
当
た
れ
り 

 

第
六
章
で
言
及
さ
れ
る
唯
識
論
同
学
鈔
で
は
、
南
大
寺
新
羅
国
の
僧
・
珍

聰
の
説
と
し
て
、
釈
摩
訶
衍
論
は
、
大
空
山
月
忠
の
偽
作
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
宝
冊
鈔
で
は
、
唯
識
論
同
学
鈔
と
同
趣

旨
の
、
淡
海
の
説
く
偽
作
説
と
、
守
護
国
界
章
に
お
い
て
最
澄
の
説
く
偽
作
説
を
引
き
つ
つ
、
月
忠
に
よ
る
創
作
説
を
伝

え
て
い
る
。 

５
１ 

無
著 

 

ア
サ
ン
ガ
／
無
着
／
无
著
。
世
親
の
実
兄
。
三
一
〇
頃
～
三
九
〇
頃
。
部
派
仏
教
の
一
つ
化
地
部
の
僧
で
あ

っ
た
が
、
弥
勒
か
ら
大
乗
の
教
え
を
学
び
、
転
向
。
唯
識
派
の
代
表
的
な
論
師
と
な
っ
た
。 

５
２ 

世
親 

 

ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
／
天
親
。
無
著
の
実
弟
。
部
派
仏
教
の
説
一
切
有
部
と
、
同
系
の
経
量
部
に
学
び
、
有
部

の
教
理
体
系
を
ま
と
め
た
『
倶
舎
論
』
を
著
す
が
、
兄
に
誘
わ
れ
、
大
乗
唯
識
派
に
転
向
し
た
。 

 



 
５
３ 
建
至
国 

 

三
～
九
世
紀
、
南
イ
ン
ド
に
あ
っ
た
パ
ッ
ラ
ヴ
ァ
朝
の
首
都
カ
ー
ン
チ
ー
プ
ラ
ム
の
こ
と
。
香
至
国
と
も

い
う
。
中
国
禅
宗
の
始
祖
、
達
磨
大
師
は
こ
の
国
の
第
三
王
子
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

５
４ 

清
弁 

 
バ
ー
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
、
ま
た
は
バ
ヴ
ィ
ヤ
（B

h
avya

）。
四
九
〇
頃
～
五
七
〇
頃
。『
中
観
心
論
』、

『
般
若
灯
論
』、『
大
乗
掌
珍
論
』
な
ど
を
著
し
た
。
護
法
と
の
論
争
は
、
中
観
派
と
唯
識
派
の
論
争
で
あ
っ
た
が
、
同
じ

中
観
派
の
仏
護
（
ブ
ッ
ダ
パ
ー
リ
タ
）
と
論
争
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
論
争
に
よ
っ
て
、
後
世
チ
ベ
ッ
ト
で

は
、
中
観
派
に
、
帰
謬
論
証
派
と
自
立
論
証
派
が
見
出
さ
れ
、
後
者
の
代
表
と
さ
れ
た
。 

５
５ 

護
法 

 

ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
。
五
三
〇
頃
～
五
六
一
頃
。『
成
唯
識
論
』、『
大
乗
広
百
論
釈
論
』、『
成
唯
識
宝
生
論
』
な

ど
を
著
し
た
。 

５
６ 

龍
樹
の
破
有
論 
 

龍
樹
に
『
大
乗
破
有
論
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
著
作
の
こ
と
で
は
な
く
、
龍

樹
に
よ
る
有
論
批
判
の
こ
と
か
？ 

５
７ 

掌
珍
論 

 

『
大
乗
掌
珍
論
』。
清
弁
の
著
作
。
玄
奘
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
。 

５
８ 

法
体 

 

法
（d

h
arm

a 

ダ
ル
マ
）
の
本
体
。
宇
宙
万
物
の
実
体
。
法
は
森
羅
万
象
の
構
成
要
素
の
こ
と
。 

 



 
５
９ 
遍
計 

 

主
観
的
な
執
着
を
も
っ
て
見
る
こ
と
。 

６
０ 

広
百
論 

 

こ
こ
で
は
聖
提
婆
の
『
広
百
論
本
』
に
護
法
が
註
釈
を
付
し
た
『
大
乗
広
百
論
釈
論
』
の
こ
と
。 

６
１ 

智
光 

 
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
プ
ラ
バ
。
無
相
大
乗
を
掲
げ
、
法
相
大
乗
を
掲
げ
る
戒
賢
と
論
争
し
た
（
と
さ
れ
る
が
、
史

実
性
に
乏
し
く
、
架
空
の
伝
説
と
み
な
さ
れ
て
い
る
）。
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
で
戒
賢
に
師
事
し
た
玄
奘
は
、
智
光
を
戒
賢
の

門
弟
の
上
首
と
伝
え
て
い
る
。 

６
２ 

仏
法
の
教
理
を
三
等
に
区
別
し…
…

こ
れ
な
り 

 

〈
心し

ん

〉
は
主
観
（
自
我
）、〈
境

き
ょ
う

〉
は
認
識
の
対
象
。
心
境
倶
有

論
は
〈
心
〉
も
〈
境
〉
も
実
在
す
る
と
す
る
説
。
心
有
境
空
論
は
〈
心
〉
は
実
在
す
る
が
〈
境
〉
は
実
在
し
な
い
と
す
る

説
。
心
境
倶
空
論
は
〈
心
〉
も
〈
境
〉
も
実
在
し
な
い
と
す
る
説
。
智
光
と
戒
賢
は
、
論
争
に
お
い
て
双
方
が
三
時
教
判

（
三
段
階
に
及
ぶ
教
相
判
釈
）
を
立
て
た
が
、
智
光
は
、
初
時
を
心
境
倶
有
、
第
二
時
を
心
有
境
空
、
第
三
時
を
心
境
倶

空
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
戒
賢
は
、
第
二
時
を
心
境
倶
空
、
第
三
時
を
心
有
境
空
と
し
た
。 

６
３ 

戒
賢 

 

シ
ー
ラ
バ
ド
ラ
。
生
没
年
不
詳
。
六
世
紀
末
の
仏
僧
。
護
法
の
弟
子
。
玄
奘
の
師
。
長
く
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院

の
学
頭
を
つ
と
め
る
。 

 



 
６
４ 
陳
那 

 

デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
／
域
龍
。
四
八
〇
頃
～
五
四
〇
頃
。
仏
教
論
理
学
者
。 

６
５ 

迦
那
提
婆 

 

ア
ー
リ
ア
デ
ー
ヴ
ァ
／
聖
提
婆
の
別
名
。
片
眼
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
迦
那
提
婆
（K

āṅ ad
eva

）
と
も

呼
ば
れ
る
。
迦
那
（K

āṅ a

）
は
片
眼
の
意
。 

６
６ 

羅
睺
羅 

 
ラ
ー
フ
ラ
バ
ド
ラ
（R

āh
u
lab
h
ad
ra

）。
聖
提
婆
の
弟
子
。 

６
７ 

青
目 

 

ピ
ン
ガ
ラ
（P

iñ
g
ala

）。
龍
樹
の
偈
文
（
根
本
中
頌
）
に
注
釈
を
加
え
、『
中
論
』
を
完
成
さ
せ
た
人
物
。 

６
８ 

地
婆
伽
羅 

 

デ
ィ
ヴ
ァ
ー
カ
ラ
（D

ivāk
ara

）
／
地
婆
訶
羅
／
日
照
。
六
一
三
～
六
八
七
。
イ
ン
ド
出
身
の
訳
経

僧
。
法
蔵
（
中
国
唐
代
華
厳
宗
の
僧
）
に
、
智
光
・
戒
賢
論
争
を
伝
え
、
法
蔵
は
こ
の
論
争
を
『
十
二
門
論
宗
致
義
記
』

な
ど
に
著
し
た
。
た
だ
こ
の
論
争
は
架
空
の
伝
説
と
さ
れ
、
法
蔵
の
著
作
が
初
出
で
あ
り
、
イ
ン
ド
の
文
献
に
は
見
ら
れ

な
い
。 

６
９ 

堅
慧 

 

『
入
大
乗
論
』、『
大
乗
法
界
無
差
別
論
』、『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』
の
著
者
と
さ
れ
る
人
物
。
安
慧
＝
ス
テ
ィ

ラ
マ
テ
ィ
と
同
一
視
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
同
名
の
別
人
と
す
る
説
も
あ
り
、
定
説
を
見
な
い
。 

７
０ 

安
慧 

 

ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
（S

th
iram

ati

）。
五
一
〇
頃
～
五
七
〇
頃
。
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』、『
大
乗
廣
五
蘊

論
』、『
大
乗
中
観
釈
論
』
の
著
者
と
さ
れ
る
人
物
。 

７
１ 

難
陀 

 

護
法
、
安
慧
ら
と
並
ん
で
、
唯
識
十
大
論
師
の
一
人
と
さ
れ
る
人
物
。
種
子

し
ゅ
う
じ

新
薫
説
を
唱
え
た
。 



第
二
章 

「
空
」
「
有
」
潮
流
の
根
本
的
差
異 

 
実
在
論
と
観
念
論 

二
千
余
年
前
、
希
臘

ギ
リ
シ
ャ

半
島
に
哲
学
の
曙
光
を
発
し
、
月
に
明
か
り
を
加
え
、
年
に
輝
き
を
増
し
、
今
や
独

英
仏
に
お
い
て
近
世
哲
学
の
燦
爛

さ
ん
ら
ん

た
る
光
明
を
煌
々
た
ら
し
む
る
に
至
れ
り
。
こ
の
間
の
思
想
界
の
大
勢
を

観
察
す
れ
ば
、
実
在
論
と
観
念
論
の
二
大
思
潮
、
一
起
一
仆
、
一
盛
一
衰
、
粗
な
る
も
の
は
密
と
な
り
、
欠

け
た
る
も
の
は
補
わ
れ
、
転
々
循
環
、
以
て
今
日
に
至
り
し
と
同
じ
く
、
イ
ン
ド
の
思
想
界
、
殊
に
思
想
の

変
遷
転
移
は
実
に
「
有
」
「
空
」
二
大
思
潮
の
、
一
起
一
仆
、
一
消
一
長
に
外
な
ら
ず
し
て
、
そ
の
状
、
あ
た

か
も
隆
々
岸
頭
に
寄
せ
く
る
海
波
の
、
離
れ
て
は
合
し
、
合
し
て
は
離
れ
、
以
て
進
行
し
来
る
に
似
た
る
も

の
あ
り
。 

 

「
有
」「
空
」
の
二
思
想 

イ
ン
ド
仏
教
「
有
」
「
空
」
二
思
潮
の
進
行
は
、
一
千
余
年
の
継
続
を
な
せ
り
。
し
か
し
て
な
お
今
日
に
お

い
て
、
錫
蘭

セ
イ
ロ
ン

に
暹
羅

シ

ャ

ム

に
日
本
に
進
行
し
つ
つ
あ
り
。
吾
人
は
龍
樹
の
「
空
」
論
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
ま



ず
二
潮
流
の
根
本
立
脚
地
の
差
異
を
一
瞥
す
る
の
要
あ
り
、
こ
の
二
潮
流
の
根
本
的
立
脚
地
を
知
ら
ざ
れ
ば
、

龍
樹
の
「
空
」
論
を
明
白
に
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
を
信
ず
る
を
以
て
な
り
。
水
の
流
る
る
は
水
源
あ
れ
ば
な

り
。
火
の
燃
ゆ
る
は
薪
材
あ
れ
ば
な
り
。
「
空
」
論
の
起
こ
り
、
「
有
」
論
の
起
こ
る
は
、
そ
の
起
こ
る
べ
き

内
的
外
的
の
事
情
と
理
由
あ
る
を
以
て
な
り
。 

 

「
空
」
思
想
の
代
表 

ま
ず
「
空
」
の
思
潮
を
代
表
す
る
も
の
は
、
般
若
部
の
経
典
た
る
、
放
光
般
若
波
羅
蜜
経
〔
放
光
般
若
経
〕
、

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
〔
大
品
般
若
経
〕
、
光
讃
般
若
波
羅
蜜
経
〔
光
讃
経
〕
、
道
行
般
若
波
羅
蜜
経
〔
道
行
般
若
経
〕
、

小
品
般
若
波
羅
蜜
経
〔
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
〕
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
鈔
経
〔
摩
訶
般
若
鈔
経
〕
、
大
明
度
無
極
経
〔
大
明
度

経
〕
、
勝
天
王
般
若
波
羅
蜜
経
、
金
剛
能
断
般
若
波
羅
蜜
経
〔
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
〕
、
佛
説
濡
首
菩
薩
無
上
清
浄
分

衛
経
、
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
、
實
相
般
若
波
羅
蜜
経
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
経
、
般
若
波
羅
蜜

多
心
経
、
文
殊
師
利
所
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
、
文
殊
師
利
所
説
般
若
波
羅
蜜
経
の
ご
と
き
、
大
衆
部
中
、

一
説
部
、
説
仮
部
の
ご
と
き
、
龍
樹
、
提
婆
、
羅
睺
羅
、
青
目
、
清
弁
、
智
光
の
ご
と
き
、
訶
梨
跋
摩

か

り

ば

つ

ま

７
２

の

ご
と
き
、
皆
こ
れ
「
空
」
思
潮
に
属
す
る
も
の
な
り
。 



 

「
有
」
思
想
の
代
表 

「
有
」
の
思
潮
を
代
表
す
る
も
の
は
、
中
阿
含
経
、
増
一
阿
含
経
、
長
阿
含
経
、
雑
阿
含
経
、
解
深
密
経
、

楞
伽
経
、
勝
鬘
経
等
の
ご
と
き
、
上
座
部
諸
派
の
ご
と
き
、
馬
鳴
、
無
著
、
天
親
、
堅
慧
、
護
法
、
難
陀
、

安
慧
、
陳
那
、
戒
賢
等
の
ご
と
き
こ
れ
な
り
。
こ
の
中
、
大
乗
あ
り
、
小
乗
あ
り
、
大
乗
中
に
も
種
々
、
義

に
異
に
し
、
小
乗
中
に
も
各
々
、
説
を
別
に
し
、
精
粗
浅
深
あ
り
て
、
一
概
に
こ
れ
を
設
定
し
去
る
を
得
ざ

れ
ど
も
、
「
空
」
「
有
」
両
系
中
よ
り
、
そ
が
共
通
の
立
脚
点
を
と
り
、
二
者
を
比
較
対
照
せ
ん
と
欲
す
る
な

り
。 

 

「
空
」「
有
」
二
思
潮
の
比
較 

一
、
仏
教
教
義
を
大
判
す
る
こ
と
は
、
実
相
論
的
説
明
と
縁
起
論
的
説
明
と
の
二
大
部
面
あ
り
。
実
相
論

的
説
明
は
、
宇
宙
万
有
を
空
間
的
に
観
察
し
、
た
だ
ち
に
そ
の
真
実
体
を
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
。

縁
起
論
的
説
明
と
は
、
宇
宙
万
有
を
時
間
的
に
観
察
し
、
そ
が
開
展
発
生
を
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
な

り
。
し
か
れ
ど
も
尅
実

こ
く
じ
つ

し
て
こ
れ
を
論
ず
る
と
き
は
、
縁
起
は
実
相
の
一
面
と
い
う
べ
く
、
実
相
の
外



に
縁
起
を
除
く
は
不
合
理
な
り
。
こ
こ
に
二
者
を
統
合
し
て
実
相
即
縁
起
、
縁
起
即
実
相
と
い
う
を
妥

当
な
り
と
す
。
二
者
の
間
、
這
般

し
ゃ
は
ん

の
面
影
隠
顕
せ
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
も
、
実
相
論
を
主
張
す
る
も
の
は
、

法
界

ほ
っ
か
い

の
真
実
体
そ
の
も
の
に
重
き
を
お
き
、
縁
起
の
ご
と
き
は
如
幻
虚
仮

に

ょ

げ

ん

こ

け

、
水
中
の
月
、
鏡
中
の
像
、

一
顧
の
価
値
だ
も
な
し
と
す
る
傾
向
あ
り
。
縁
起
論
を
主
張
す
る
も
の
は
、
ひ
た
す
ら
縁
起
の
相
状
を

論
じ
、
家
屋
を
建
築
す
る
ご
と
く
、
法
界
万
有
を
建
築
的
に
論
証
せ
ん
と
す
る
な
り
。
実
相
論
を
主
張

す
る
も
の
は
、
そ
が
必
然
の
勢
い
と
し
て
、
論
旨
否
定
的
な
り
。
縁
起
論
を
主
張
す
る
も
の
は
、
論
旨

多
く
肯
定
的
な
り
。
こ
こ
に
お
い
て
か
、
二
者
の
間
、
衝
突
争
論
起
ら
ざ
る
を
得
ず
。
「
空
」
論
を
主

張
す
る
一
派
は
、
皆
、
実
相
論
な
り
。
「
有
」
論
を
主
張
す
る
一
派
は
、
皆
、
縁
起
論
な
り
。
こ
の
二

派
は
す
で
に
そ
の
方
面
に
お
い
て
異
な
れ
り
。
本
来
は
調
和
し
得
べ
き
性
質
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
方
に
走
り
、
や
や
も
す
れ
ば
攻
撃
弁
難
す
る
に
至
る
な
り
。 

二
、
成
仏
に
つ
い
て
ま
た
二
種
の
思
想
あ
り
。
一
つ
は
一
性
皆
成
仏
を
主
張
す
る
も
の
に
し
て
、
王
公
も

賤
民
も
、
男
子
も
女
人
も
、
智
者
も
愚
者
も
、
善
人
も
悪
人
も
、
そ
の
根
底
に
お
い
て
、
皆
、
仏
性
を

有
す
る
も
の
な
れ
ば
、
修
行
工
夫
に
よ
り
て
成
仏
し
得
べ
し
と
主
張
せ
り
。
こ
の
派
の
思
想
の
根
拠
は
、

一
切
衆
生
に
皆
、
仏
性
あ
り
、
そ
が
根
底
は
同
一
な
り
と
い
う
に
あ
り
。
一
つ
は
種

性

し
ゅ
し
ょ
う

不
同
を
主
張



す
る
も
の
に
し
て
、
本
来
衆
生
に
先
天
的
種
性
あ
れ
ば
、
あ
る
も
の
は
声
聞
と
な
る
べ
き
も
、
そ
の
他

に
成
る
を
得
ず
。
あ
る
も
の
は
縁
覚

え
ん
が
く

７
３

に
な
る
べ
き
も
、
そ
の
他
に
成
る
を
得
ず
。
あ
る
も
の
は
菩

薩
に
な
る
べ
き
も
、
そ
の
他
に
な
る
を
得
ず
。
あ
る
も
の
は
仏
陀
と
な
る
べ
く
、
あ
る
も
の
は
不
定

ふ
じ
ょ
う

７
４

と
な
る
べ
く
、
あ
る
も
の
は
常
に
迷
界
に
彷
徨
す
べ
し
と
い
う
。
か
く
の
ご
と
く
種
性
を
区
別
し

て
、
こ
と
ご
と
く
成
仏
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
。
け
だ
し
こ
の
派
の
理
由
は
、
社
会
人
間
の
状
態
を
観
察

す
る
に
、
た
と
え
同
一
の
境
遇
に
お
き
、
同
一
の
教
育
を
施
し
、
同
一
の
態
度
を
と
ら
し
む
る
も
、
あ

る
も
の
は
賢
者
と
な
り
、
あ
る
も
の
は
愚
者
と
な
り
、
あ
る
も
の
は
剛
毅
勇
壮
に
、
あ
る
も
の
は
卑
屈

柔
弱
に
、
種
々
に
差
別
し
て
、
顕
現
し
来
る
を
み
れ
ば
、
そ
の
種
性
に
不
同
あ
る
や
知
る
べ
き
の
み
。

も
し
種
性
に
し
て
果
し
て
同
一
な
ら
ば
、
か
く
の
ご
と
き
差
別
を
す
べ
き
理
由
な
き
な
り
。
か
く
の
ご

と
き
、
実
際
の
観
察
上
よ
り
決
帰
し
て
、
種
性
不
同
説
を
唱
道
し
、
一
性
成
仏
説
を
許
さ
ざ
る
も
の
な

り
。
「
空
」
論
の
一
派
は
み
な
一
性
成
仏
説
な
り
。
「
有
」
の
一
派
は
、
無
著
、
天
親
以
後
、
種
性
区
別

説
を
唱
道
せ
り
。
小
乗
に
お
い
て
大
衆
部
は
性
得
仏
性
を
主
張
し
、
上
座
部
は
修
得
仏
性
を
主
張
せ
り
。

こ
れ
一
変
し
て
後
世
、
一
性
説
と
多
性
説
７
５

に
変
化
せ
り
と
い
う
べ
し
。 

三
、
「
空
」
系
の
一
派
も
「
有
」
「
空
」
を
論
じ
、
「
有
」
系
の
一
派
も
「
有
」
「
空
」
を
論
ず
れ
ど
も
、



「
空
」
系
の
人
の
「
有
」
「
空
」
を
論
ず
る
や
、
「
空
」
を
以
て
真
諦

し
ん
た
い

と
し
実
義
と
し
、
「
有
」
を
以
て

俗
諦

ぞ
く
た
い

と
し
、
仮
設

け

せ

つ

と
す
る
な
り
。
「
有
」
系
の
人
の
「
有
」
「
空
」
を
論
ず
る
や
、
「
有
」
を
以
て
真
諦

と
し
実
義
と
し
、
「
空
」
を
以
て
俗
諦
と
し
虚
計
と
せ
り
。
も
し
局
外
に
立
ち
て
公
平
に
二
派
の
所
論

を
観
察
す
れ
ば
、
「
空
」
派
の
「
空
」
な
る
も
の
も
、「
有
」
派
の
「
有
」
な
る
も
の
も
、
根
本
的
に
峻

別
せ
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
多
少
観
察
方
面
の
差
異
と
説
明
の
差
異
と
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
古
来

「
有
」「
空
」
の
争
論
を
評
し
て
、
相
破
相
成
と
伝
え
る
は
旨
言
と
い
う
べ
し
。
７
６ 

 

上
来
陳
述
せ
る
ご
と
く
、
「
有
」
「
空
」
二
思
潮
に
お
い
て
、
重
要
の
差
異
の
存
ず
る
を
み
る
。
し
か
し
な

が
ら
公
平
に
そ
の
所
説
を
観
察
す
れ
ば
、
「
有
」
と
い
え
ば
と
て
、
単
有
に
あ
ら
ず
し
て
、
「
空
」
の
原
理
の

横
た
わ
る
を
み
、
「
空
」
と
い
え
ば
と
て
、
単
空
に
あ
ら
ず
し
て
「
有
」
の
原
理
の
潜
め
る
を
み
る
。
故
に
も

し
精
密
に
論
評
す
る
と
き
は
、
「
有
」
「
空
」
二
派
所
説
互
い
に
錯
綜
交
入
し
て
、
概
括
し
て
論
断
し
や
す
か

ら
ざ
る
な
り
。 

 



 

７
２ 

訶
梨
跋
摩 

 

ハ
リ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
（H

arivarm
an

）
／
獅
子
鎧
／
師
子
鎧
。
４
世
紀
頃
の
イ
ン
ド
の
僧
。『
成
実
論
』

を
著
し
た
。 

７
３ 

縁
覚 

 

師
を
持
た
ず
、
独
自
に
悟
り
に
至
る
者
の
こ
と
で
、
自
己
の
救
済
の
み
に
専
心
し
、
他
者
救
済
を
目
指
さ
な

い
者
の
こ
と
。
独
覚
、
辟
支
仏
と
も
い
う
。 

７
４ 

不
定 

 

不
定
種
性
／
不
定
性
。
三
乗
（
声
聞
、
菩
薩
、
縁
覚
）
の
種
性
の
い
ず
れ
と
な
る
か
確
定
し
な
い
も
の
を
不

定
種
性
と
い
う
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
悟
り
を
ひ
ら
く
能
力
の
な
い
者
を
無
性
と
い
い
、
合
わ
せ
て
五
種
性
と
い
う
。 

７
５ 

一
性
説
と
多
性
説 

 

一
乗
一
性
説
と
三
乗
五
性
説
（
五
姓
各
別
説
）
の
こ
と
か
？ 

７
６ 

古
来
「
有
」「
空
」
の
争
論
を
評
し
て
︙
︙
旨
言
と
い
う
べ
し 

 

「
相
破
相
成
」
は
互
い
を
論
破
す
る
こ
と
が
互
い

を
成
立
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
。
た
と
え
ば
、
法
蔵
は
華
厳
五
教
章
（
華
厳
一
乗
教
分
記
）
に
お
い
て
、
清
弁
と
護
法
の
論

争
を
「
相
破
し
て
返
り
て
相
成
す
」
と
評
し
て
い
る
。
「
色
卽
ち
是
れ
空
な
る
を
以
て
、
清
辨
の
義
立
す
。
空
卽
ち
是
れ
色

な
れ
ば
、
護
法
の
義
存
す
。
二
義
鎔
融
し
擧
體
全
攝
す
、
若
し
後
代
の
論
師
の
二
理
を
以
て
交
徹
し
、
全
体
相
奪
す
る
こ

と
無
く
ん
ば
、
甚
深
縁
起
依
他
性
の
法
を
、
顕
す
こ
と
を
得
る
に
由
無
け
ん
、
是
故
に
相
破
し
て
返
り
て
相
成
す
」（『
国

訳
大
蔵
経 : 

昭
和
新
纂 

宗
典
部 

第

17

巻
』p

.4
1

） 



第
三
章 

龍
樹
の
性
行 

 
龍
樹
は
仏
滅
後
七
百
年
、
西
洋
紀
元
二
世
紀
の
頃
、
南
イ
ン
ド
憍
薩
羅

コ

ー

サ

ラ

（K
o

sala

）
７
７

の
婆
羅
門

バ

ラ

モ

ン

の
家
に

生
ま
る
。
憍
薩
羅
は
四
境
め
ぐ
ら
し
に
連
峰
を
以
て
し
、
草
木
繁
茂
し
河
川
こ
こ
に
貫
流
し
土
地
豊
饒
な
る

一
国
な
り
。
彼
の
功
績
は
、
ひ
と
り
仏
教
史
上
、
異
釈
煥
発

い
し
ゃ
く
か
ん
ぱ
つ

す
る
の
み
な
ら
ず
、
当
時
イ
ン
ド
思
想
界
に
お

け
る
大
統
合
者
大
思
索
な
る
こ
と
を
忘
却
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。 

 

龍
樹
の
第
一
期 

龍
樹
は
天
資
英
敏
聡
明
、
少
年
早
く
す
で
に
一
を
聞
い
て
十
を
知
り
、
表
を
見
て
裏
に
徹
し
、
想
像
力
豊

か
に
、
夏
雲
の
湧
き
出
ず
る
か
ご
と
き
詩
的
性
能
と
、
絲
分
縷
析

し

ぶ

ん

る

せ

き

、
脈
絡
を
洞
察
し
て
骨
髄
に
徹
す
る
、
敏

活
な
る
理
性
作
用
を
有
せ
り
。
世
に
神
童
と
称
す
る
も
の
は
、
か
く
の
ご
と
き
性
質
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

彼
は
神
童
中
の
一
人
た
り
し
な
り
。
か
く
の
ご
と
き
性
質
は
決
し
て
十
中
七
八
の
地
位
に
満
足
す
る
も
の
に

あ
ら
ず
。
尋
常
一
様
の
事
に
満
足
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
そ
の
極
端
に
達
し
、
そ
の
究
竟

く
き
ょ
う

点
に
到
着
せ
ざ
れ

ば
止
ま
ざ
る
も
の
な
り
。
こ
れ
が
た
め
往
々
非
常
の
弊
害
に
墜
る
こ
と
あ
り
。
あ
る
は
不
健
全
な
る
厭
世
観



に
堕
し
、
あ
る
は
肉
欲
の
奴
隷
と
な
り
、
あ
る
は
名
聞
に
昏
睡
し
、
あ
る
は
高
慢
に
墜
落
す
る
こ
と
あ
り
。

世
に
神
童
と
称
せ
ら
れ
な
が
ら
、
後
年
全
く
聞
き
ゆ
る
な
き
に
至
る
は
、
一
つ
は
才
を
負
う
て
勤
勉
を
疎
外

に
す
る
こ
と
な
き
に
あ
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
ま
た
か
か
る
邪
路
に
彷
徨
し
て
、
正
路
に
帰
る
こ
と
能
わ
ざ
る

を
以
て
な
り
。
龍
樹
は
幼
年
に
し
て
、
四
圍
陀

ヴ
ェ
ー
ダ

７
８

、
天
文
地
理
、
図
緯
秘
讖

と

い

ひ

し

ん

〔
占
術
〕
、
お
よ
び
諸
道
術
、
こ

と
ご
と
く
こ
れ
を
了
悟
し
、
声
名
つ
と
に
諸
国
に
籍
々

せ
き
せ
き

た
り
。
し
か
れ
ど
も
彼
は
こ
れ
を
以
て
満
足
す
る
能

わ
ず
。
さ
ら
に
進
み
て
人
間
の
最
大
楽
事
を
求
め
ん
と
欲
せ
り
。
人
間
の
最
大
楽
事
と
は
何
ぞ
や
。
彼
は
こ

れ
を
解
釈
す
る
に
、
名
誉
を
以
て
せ
ず
、
権
勢
を
以
て
せ
ず
、
道
徳
を
以
て
せ
ず
、
智
識
を
以
て
せ
ず
、
最

も
下
等
な
る
肉
欲
を
以
て
せ
り
。
嗚
呼
、
不
出
世
の
天
才
、
逆
に
肉
欲
の
一
大
深
淵
に
堕
落
す
る
に
至
り
し

か
。
彼
、
親
友
三
名
と
相
計
り
、
密
か
に
王
宮
に
忍
び
、
宮
女
を
凌
辱
す
る
を
以
て
楽
と
せ
し
と
い
う
も
の
、

ま
さ
に
当
時
の
状
態
を
暴
露
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
や
。
吾
人
は
、
幼
年
よ
り
肉
欲
に
堕
落
す
る
ま
で
を
、
彼

の
第
一
期
と
す
る
も
の
な
り
。 

 

龍
樹
の
第
二
期 

し
か
れ
ど
も
記
せ
よ
、
龍
樹
は
天
才
な
る
こ
と
を
。
悪
に
強
き
も
の
は
善
に
も
強
し
。
い
っ
た
ん
機
会
に



遭
遇
し
、
翻
然
そ
の
過
失
を
さ
と
る
や
、
九
地
に
墮
落
せ
し
人
は
、
奮
然
立
ち
て
九
天
に
の
ぼ
れ
り
。
千
仭

せ
ん
じ
ん

の
渓
谷
に
蹴
落
さ
れ
た
る
獅
子
は
、
一
躍
し
て
そ
が
山
頂
に
達
せ
り
。
見
よ
、
彼
ら
の
行
為
が
王
の
激
怒
に

ふ
れ
、
三
名
の
友
人
は
無
残
の
刃
の
下
に
そ
の
一
命
を
損
じ
、
自
己
の
み
九
死
に
一
生
を
得
、
辛
う
じ
て
虎

口
を
逃
る
る
を
得
る
や
、
「
欲
為
苦
本
」〔
欲
は
苦
し
み
の
も
と
で
あ
る
〕
の
真
理
を
、
中
心
〔
胸
中
〕
深
く
感
ず
る
と

こ
ろ
あ
り
。
こ
れ
よ
り
出
家
と
な
り
、
仏
教
を
学
習
し
、
出
家
後
九
十
日
に
し
て
小
乗
三
蔵
を
よ
み
つ
く
し
、

そ
れ
よ
り
北
方
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
（H

im
alaya

）
に
入
り
、
一
比
丘
よ
り
摩
訶
衍
の
経
典
を
さ
ず
か
り
、
さ
ら

に
諸
国
を
周
遊
し
て
種
々
の
学
術
技
芸
を
さ
ぐ
り
た
り
。
し
か
も
一
つ
と
し
て
十
分
心
を
満
足
せ
し
む
る
も

の
を
見
ず
。
彼
は
今
当
時
イ
ン
ド
に
行
わ
れ
た
る
思
想
に
精
通
せ
り
。
し
か
も
こ
れ
を
以
て
満
足
す
る
を
得

ず
。
人
も
し
か
く
の
ご
と
き
、
境
遇
に
立
た
ば
果は

た
如
何
す
べ
き
か
。
さ
ら
に
向
上
の
大
道
に
向
か
い
て
一

歩
を
転
ず
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
あ
る
い
は
懐
疑
に
墜
り
、
あ
る
い
は
自
暴
自
棄
に
墜
り
、
あ
る
い
は
高
慢
に

墜
ら
ん
。
こ
れ
ま
た
実
に
苦
心
惨
憺
、
永
劫
運
命
の
か
か
る
大
機
た
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。
一
日

い
ち
じ
つ

外
道
〔
異

教
徒
〕

の
弟
子
、
龍
樹
に
い
い
て
い
わ
く
。
「
師
は
一
切
智
人
〔
す
べ
て
を
知
る
者
〕
な
り
。
し
か
る
に
今
、
仏
弟

子
と
な
れ
り
。
不
完
全
な
る
道
法
を
う
け
な
が
ら
、
こ
れ
を
不
完
全
と
思
わ
ず
や
。
こ
の
一
事
足
ら
ざ
る
も

一
切
智
人
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
彼
こ
の
言
に
服
し
、
心
に
思
い
ら
く
、
仏
教
、
妙
と
い
え
ど
も
、
未
だ



尽
く
さ
ざ
る
と
こ
ろ
あ
り
。
我
こ
れ
を
補
い
、
別
に
一
新
義
を
建
立
せ
ん
と
。
静
処
に
あ
り
て
深
く
思
惟
に

沈
め
り
。
出
家
以
来
、
一
新
義
を
建
立
せ
ん
と
す
る
ま
で
を
、
龍
樹
の
懐
疑
求
道

ぐ

ど

う

の
第
二
期
と
す
。 

 

龍
樹
の
第
三
期 

第
三
期
の
始
ま
り
に
関
し
て
は
、
吾
人
、
龍
樹
の
悟
道
を
以
て
せ
ん
と
欲
す
。
し
か
れ
ど
も
そ
の
伝
う
る

と
こ
ろ
や
神
怪
に
し
て
、
教
育
あ
る
人
士
の
首
肯
す
る
能
わ
ざ
る
と
こ
ろ
た
ら
ん
。
大
龍
菩
薩
（
龍
神
）
、
龍

樹
の
邪
見
に
沈
淪

ち
ん
り
ん

す
る
を
あ
は
れ
み
、
龍
宮
に
引
率
し
、
七
宝
の
華
函
を
ひ
ら
き
、

諸
も
ろ
も
ろ

の
深
奥
な
る
大
乗

経
典
を
授
け
、
彼
こ
れ
を
受
読
し
て
心
智
大
い
に
開
き
、
大
道
に
到
達
し
た
る
故
、
こ
れ
を
本
所
に
送
還
せ

り
と
。
人
は
こ
れ
を
聞
い
て
一
つ
の
怪
談
と
な
さ
ん
。
し
か
れ
ど
も
吾
人
は
た
だ
ち
に
こ
れ
を
拒
否
す
る
を

欲
せ
ず
。
一
種
の
意
義
を
有
す
る
こ
と
を
信
ず
。
誠
に
古
来
聖
賢
偉
人
に
関
す
る
歴
史
上
の
伝
を
き
け
。

希
臘

ギ
リ
シ
ャ

の
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
常
に
デ
ー
モ
ン
〔
ダ
イ
モ
ン
〕
の
命
令
を
き
き
し
と
い
い
、
支
那
の
王
陽
明
は
、
胸
に
天

の
声
を
き
く
と
い
い
、
亜
剌
比
亜

ア

ラ

ビ

ア

の
マ
ホ
メ
ッ
ト
〔
ム
ハ
ン
マ
ド
〕
は
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
よ
り
て
道
を
得
た
り

と
い
い
、
イ
ン
ド
の
无
著
〔
無
著
〕
は
毎
夜
、
定

じ
ょ
う

に
入
り
、
弥
勒
よ
り
直
接
に
大
乗
教
を
聴
き
し
を
い
い
、
支

那
の
善
導
は
毎
夜
一
僧
の
指
授
に
よ
り
て
、
観
経
四
帖
疏
〔
観
無
量
寿
経
疏
〕
を
作
る
と
い
う
も
の
、
こ
れ
ら
の



偉
人
聖
賢
、
豈
虚
偽
に
よ
り
て
人
を
瞞

着

ま
ん
ち
ゃ
く

せ
ん
と
す
る
も
の
な
ら
ん
や
。
中
心
誠
に
し
か
く
こ
れ
を
信
ぜ
り
。

誠
に
思
い
沈
思
冥
想
、
苦
心
惨
憺
の
極
み
、
一
朝
忽
然
、
心
眼
朗
然
得
る
と
こ
ろ
あ
り
と
せ
よ
、
そ
の
何
処

い

ず

こ

よ
り
来
り
し
や
を
知
る
べ
か
ら
ず
。
そ
の
如
何

ど

う

か
し
て
来
た
り
し
や
を
知
る
べ
か
ら
ず
。
何
が
故
、
そ
の
し

か
り
し
や
を
知
る
べ
か
ら
ず
。
神
を
通
ず
る
も
の
、
神
の
啓
示
に
よ
る
と
し
、
仏
を
奉
ず
る
も
の
は
、
仏
の

顕
示
に
よ
る
と
し
、
天
使
と
い
い
、
龍
と
い
い
、
皆
こ
の
一
大
深
感
の
影
な
ら
ざ
る
な
し
。
後
来
、
世
に
伝

う
る
に
及
び
、
弟
子
お
よ
び
信
者
の
た
め
、
拡
大
さ
れ
、
彩
色
さ
れ
、
神
秘
化
さ
れ
、
一
種
奇
幻
の
形
状
を

有
す
る
に
至
り
し
と
い
え
ど
も
、
そ
の
本
源
に
遡
れ
ば
、
実
に
か
く
の
ご
と
き
も
の
あ
り
。
吾
人
は
龍
樹
の

龍
宮
界
に
入
り
て
、
大
乗
の
深
義
を
会
得
せ
り
と
い
う
も
の
、
こ
の
心
的
経
遇
の
状
態
に
あ
ら
ざ
る
か
と
疑

う
。
英
国
の
カ
ー
ラ
イ
ル
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
を
論
じ
て
い
わ
く
。 
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虚
偽
の
人
間
が
宗
教
を
起
し
た
と
で
も
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
だ
っ
て
、
ま
ご
こ
ろ
の
な
い
人
間
で
は
煉
瓦
の
家
一
軒
建
て
る
こ

と
も
む
ず
か
し
い
で
は
な
い
か
！ 

も
し
も
そ
の
人
が
漆
喰
、
焼
粘
土
そ
の
他
仕
事
に
必
要
な
も
の
の
特
質
を
本
当
．
．
に．
知
り
、
そ

れ
に
従
う
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
の
建
て
る
の
は
家
で
は
な
く
て
、
が
ら
く
た
の
山
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
十
二
世
紀
間
も
立
っ

て
い
て
、
一
億
八
千
万
の
人
間
を
宿
す
わ
け
が
な
い
の
だ
。
そ
ん
な
も
の
な
ら
た
ち
ま
ち
崩
れ
る
は
ず
だ
。
（
「
英
雄
と
英
雄
崇
拝
」

『
カ
ー
ラ
イ
ル
選
集
２
』
入
江
勇
起
男
訳p

p
.6

5
-6

6

） 

 

し
か
り
偽
人
は
決
し
て
宗
教
を
造
る
能
わ
ず
。
長
年
歳
の
間
、
多
数
人
類
を
支
配
す
る
人
、
必
ず
自
然
の

大
法
と
一
致
し
、
自
然
と
真
理
を
洞
了
す
る
人
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
古
来
、
偉
人
豪
傑
と
称
す
る

も
の
の
言
行
中
、
神
怪
妄
誕
に
類
す
る
も
の
あ
り
と
い
え
ど
も
、
当
時
、
理
科
学
は
幼
稚
に
し
て
、
自
己
の

思
想
感
情
を
明
白
に
吐
露
す
る
の
道
を
教
え
ず
、
自
己
の
思
想
す
る
と
こ
ろ
、
自
己
の
感
ず
る
と
こ
ろ
、
こ

れ
を
発
表
す
る
に
あ
た
り
、
止
む
な
く
神
話
の
形
状
た
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。
さ
れ
ば
吾
人
た
る
も
の
、

そ
が
神
話
に
含
め
る
一
種
の
意
義
を
看
破
す
る
の
必
要
あ
り
。
こ
の
見
地
に
立
ち
て
、
、

徐
お
も
む

ろ
に
奇
怪
な
る



龍
樹
の
伝
説
を
研
究
す
べ
し
。 

龍
宮
界
よ
り
帰
り
し
以
後
の
龍
樹
は
、
求
道
の
人
に
あ
ら
ず
し
て
伝
道
の
人
な
り
。
山
に
入
る
人
に
あ
ら

ず
し
て
、
山
を
出
る
の
人
な
り
。
聖
壇
に
向
か
う
の
人
に
あ
ら
ず
し
て
、
聖
壇
を
下
る
人
な
り
。
自
得
の
た

め
の
苦
悶
は
去
り
て
、
化
他

け

た

の
た
め
の
大
責
任
は
来
れ
り
。
彼
は
自
己
の
主
義
を
明
白
に
せ
ん
が
た
め
、
数

百
部
の
著
述
を
出
せ
り
。
現
に
日
本
の
蔵
中
に
存
せ
る
も
の
に
し
て
、
智
度
論

ち

ど

ろ

ん

７
９

、
中

論

ち
ゅ
う
ろ
ん

８
０

、

十
じ
ゅ
う

二
門
論

に
も
ん
ろ
ん

、

十
住
毘
婆
沙
論

じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
び
ば
し
ゃ
ろ
ん

、
十
八
空
論

じ
ゅ
う
は
ち
く
う
ろ
ん

等
、
三
十
余
部
あ
り
８
１

。
彼
は
実
に
多
角
多
面
な
る
こ
と
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
ご
と
く
、
カ
ン
ト
の
ご
と
し
。
し
か
れ
ど
も
そ
の
所
論
、
皆
「
不
可
得
空
論
」
の
立
脚
地
よ
り
、
こ
れ
を

解
釈
せ
り
。
以
て
当
時
に
お
け
る
一
時
代
の
思
潮
を
形
成
せ
り
。
彼
は
た
だ
に
思
想
界
に
活
動
せ
る
の
み
な

ら
ず
、
ま
た
実
際
上
に
お
い
て
活
動
せ
り
。
勧
誡
王
頌

か
ん
か
い
お
う
じ
ゅ

（S
u

h
rillek

h
a

）
８
２

を
読
め
ば
、
龍
樹
が
南
イ
ン
ド

国
王
乗
土
に
親
密
の
交
際
を
結
び
、

諄

々

じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん

こ
れ
を
誘
導
せ
し
を
知
る
を
得
べ
く
、
同
憍
薩
羅
国
引

正

い
ん
し
ょ
う

王
は

深
く
龍
樹
に
帰
依
せ
り
８
３

。
弟
子
に
は
有
名
な
る
迦
那
提
婆
（K

āṅ ad
eva

）
の
ご
と
き
、
龍
智

（N
āg
ab
o
d
h
i

）
の
ご
と
き
あ
り
。
死
後
南
天
の
諸
国
、
塔
廟
を
作
り
、
こ
れ
を
尊
崇
せ
る
を
見
て
も
、
如
何

に
そ
の
勢
力
の
大
い
に
そ
の
感
化
の
深
か
か
り
し
か
を
知
る
こ
と
を
得
べ
し
。
龍
樹
の
大
悟
よ
り
活
動
時
代

ま
で
を
三
期
と
す
る
な
り
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
龍
樹
一
生
涯
の
過
程
は
、
坦
々
た
る
如
髪
大
道
を
、
直
向



進
前
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
捷
敏
聡
明
、
多
感
多
血
の
性
、
時
に
極
端
に
走
り
、
そ
の
よ
う
や
く
正
路

に
遠
か
る
を
自
覚
す
る
や
、
さ
ら
に
方
向
を
転
じ
て
直
進
し
、
つ
い
に
光
明
安
立
の
大
道
に
達
し
、
以
来
利

他
教
化
を
以
て
、
晩
年
を
迎
う
る
に
至
れ
り
。
彼
の
一
生
涯
は
多
面
な
り
。
故
に
雑
多
の
位
置
の
人
、
種
々

の
境
遇
の
人
、
様
々
の
性
情
の
人
に
、
教
ゆ
る
と
こ
ろ
多
し
。
そ
の
一
生
涯
の
経
遇
は
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ー

ス
（A

u
g
u

stin
u

s
）〔
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
〕
に
比
す
べ
き
か
。
氏
は
紀
元
三
百
五
十
四
年
に
ヌ
ミ
デ
ア
〔
ヌ
ミ
デ
ィ

ア
〕
の
ダ
ガ
ス
テ
〔
タ
ガ
ス
テ

T
h

ag
aste

〕
に
生
ま
れ
、
大
い
に
羅
馬

ロ

ー

マ

教
〔
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
〕
の
た
め
に
心

力
を
傾
注
し
、
た
だ
に
理
論
上
の
基
礎
を
与
え
し
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
実
際
上
、
大
い
に
尽
く
す
と
こ
ろ
あ

り
。
青
年
の
時
カ
ー
セ
ー
ヂ
〔
カ
ル
タ
ゴ C

arth
ag

e

〕
留
学
の
際
、
羅
馬
教
に
熱
心
な
る
母
の
教
訓
に
背
き
、
マ

ニ
教
を
信
じ
、
か
つ
放
蕩
淫
逸
の
境
に
堕
落
せ
り
。
三
百
八
十
三
年
、
羅
馬
に
行
き
し
頃
は
、
羅
馬
教
を
以

て
不
合
理
と
な
し
、
一
種
の
疑
惑
を
懐
抱
し
、
か
え
っ
て
新
プ
ラ
ト
ン
学
派
の
懐
疑
論
を
信
用
せ
り
。
そ
の

後
大
疾
病
に
か
か
り
、
困
難
を
き
わ
む
。
疾
病
全
快
し
て
後
、
耶
蘇
教
の
大
説
教
家
ア
ン
ブ
ロ
ジ
ユ
ス
〔
ア
ン

ブ
ロ
シ
ウ
ス
〕
に
交
際
を
結
び
、
漸
々

ぜ
ん
ぜ
ん

そ
の
人
の
感
化
を
う
く
。
さ
れ
ど
未
だ
踟
躇

ち

ち

ょ

徘
徊
の
間
に
あ
り
し
が
、
い

っ
た
ん
良
心
の
苦
悶
に
堪
え
か
ね
、
前
非
を
後
悔
し
、
流

涕

り
ゅ
う
て
い

、
天
に
向
い
て
己
が
従
前
の
過
ち
を
後
悔
せ
り
。

そ
の
時
偶
然
、
汝
、
こ
れ
を
読
め
よ
と
、
命
令
す
る
も
の
あ
る
が
ご
と
く
、
こ
れ
を
感
ぜ
り
。
眼
を
開
い
て



こ
れ
を
み
る
に
、
一
物
を
見
ず
。
こ
れ
を
一
友
人
に
か
た
る
。
友
人
た
だ
ち
に
新
約
全
書
〔
新
約
聖
書
〕
を
繙
き
、

使
徒
パ
ウ
ロ
の
書
翰
〔
パ
ウ
ロ
書
簡
〕
を
示
せ
り
。
こ
れ
を
一
読
す
る
に
あ
た
か
も
氏
の
所
感
と
合
せ
し
か
ば
、

氏
は
こ
こ
に
精
神
を
決
定
し
、
同
教
の
た
め
、
鋭
意
尽
力
す
る
に
至
り
た
り
。
時
に
年
六
十
二
、
後
、
氏
は

同
教
の
た
め
理
論
上
実
際
上
、
大
い
に
尽
力
す
る
に
至
れ
り
。
そ
の
生
涯
、
実
に
龍
樹
に
似
た
ら
ず
や
。 

 

 
  

７
７ 

南
イ
ン
ド
憍
薩
羅 

 

龍
樹
の
出
身
地
は
、
舎
衛
城
の
あ
る
北
イ
ン
ド
の
コ
ー
サ
ラ
国
で
は
な
く
、
『
大
唐
大
慈
恩
寺

三
蔵
法
師
伝
』
（『
慈
恩
伝
』）
が
伝
え
る
南
憍
薩
羅
国
（D

ak
ṣiṇ

a K
o
sala

）
と
推
定
さ
れ
る
。 

７
８ 

四
圍
陀 

 

バ
ラ
モ
ン
教
の
４
つ
の
経
典
。
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
、
サ
ー
マ
ヴ
ェ
ー
ダ
、
ヤ
ジ
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
、
ア
タ
ル
ヴ

ァ
ヴ
ェ
ー
ダ
の
こ
と
。 

７
９ 

智
度
論 

 

大
智
度
論
と
も
い
う
。
大
品
般
若
経
の
注
釈
書
で
、
鳩
摩
羅
什
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
原
典
は
残
っ
て
い
な
い
）。
序
品
の
み
完
訳
で
、
以
下
は
抄
訳
で
あ
る
が
、
百
巻
に
及
ぶ
大
著
で
あ
る
。
広
範
な
主
題
を

扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
乗
仏
教
の
百
科
全
書
と
も
評
さ
れ
る
。
翻
訳
時
の
加
筆
編
集
が
疑
わ
れ
、
龍
樹
の
真
作
で
あ

 



 

る
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
も
の
の
、
龍
樹
研
究
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
る
。 

８
０ 
中
論 

 

龍
樹
の
主
著
。「
空
」
思
想
の
哲
理
を
構
築
し
た
仏
教
教
理
学
に
お
け
る
最
重
要
な
理
論
書
。
詩
頌
と
そ
の

注
釈
と
か
ら
な
り
、
特
に
詩
頌
だ
け
を
指
し
て
『
根
本
中
頌
』
と
呼
ぶ
。
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、『
中
論
』
と
は
、
青
目
注

の
漢
訳
本
（
鳩
摩
羅
什
訳
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
『
根
本
中
頌
』
の
み
を
指
し
て
も
『
中
論
』
と
称
す
る
。

月
称
（
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
）
に
よ
る
注
釈
書
『
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
ー
』（
明
句
論
）
が
『
根
本
中
頌
』
の
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
全
文
を
伝
え
る
。 

８
１ 

三
十
余
部
あ
り 

 

今
日
、
龍
樹
の
真
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、『
中
論
』
、『
六
十
頌
如
理
論
』、『
空

七
十
論
』
、『
廻
諍
論
』、『
ヴ
ァ
イ
ダ
ル
ヤ
論
』
の
５
つ
（
こ
れ
ら
を
「
五
部
正
理
論
」
と
い
う
）
に
加
え
、『
宝
行
王
正

論
』
、『
勧
誡
王
頌
』、『
四
讃
歌
』、『
大
乗
破
有
論
』
、『
菩
提
資
糧
論
』、『
因
縁
心
論
』
が
あ
る
。
こ
の
他
、
真
偽
が
未
解

決
で
あ
る
が
、
龍
樹
の
思
想
を
研
究
す
る
上
で
重
要
と
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、『
十
二
門
論
』、
『
大
乗
二
十
頌
論
』、『
大
智

度
論
』
、『
十
住
毘
婆
沙
論
』
が
あ
る
。
本
文
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
『
十
八
空
論
』
は
、
唯
識
思
想
が
色
濃
く
、
偽
作
の
可

能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。 

８
２ 

勧
誡
王
頌 

 

龍
樹
が
サ
ー
タ
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
朝
の
王
に
宛
て
た
教
訓
的
な
手
紙
で
、『
友
人
へ
の
手
紙
』
と
も
い
う
。

 



 

チ
ベ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
三
本
が
残
っ
て
お
り
、
漢
訳
で
は
『
龍
樹
菩
薩
勧
誡
王
頌
』（
義
浄
訳
）
が
よ
く
知
ら
れ
る
。 

８
３ 
龍
樹
が
南
イ
ン
ド
国
王
乗
土
に…

…

深
く
龍
樹
に
帰
依
せ
り 

 

龍
樹
は
サ
ー
タ
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
朝
の
一
国
王
と
親
交
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
王
が
こ
の
王
朝
の
誰
に
当
た
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
はb

d
e sp

yo
d

と
し
、
義
浄

訳
『
龍
樹
菩
薩
勧
誡
王
頌
』
で
は
、「
乗
土
」（
宋
本
で
は
乗
士
）
と
記
し
て
い
る
が
、「
娑
多
婆
漢
那
」（
サ
ー
タ
ヴ
ァ
ー

ハ
ナ
）
と
同
一
視
し
て
お
り
、
乗
土
は
王
の
固
有
名
で
は
な
く
、
王
朝
名
な
い
し
国
名
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。『
大

唐
西
域
記
』
に
お
い
て
玄
奘
は
、
龍
樹
に
帰
依
し
伽
藍
を
寄
進
し
た
王
と
し
て
、
引
正
（
王
）
と
い
う
名
前
を
あ
げ
て
い

る
が
、「
娑
多
婆
訶
」
と
同
一
視
し
て
お
り
、
こ
れ
も
や
は
り
王
の
固
有
名
で
は
な
く
、
サ
ー
タ
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
の
漢
語
訳
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
乗
土
王
と
引
正
王
は
同
一
人
物
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
書
で
は
別
人
物
説
を
採
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
な
お
本
文
中
「
同
憍
薩
羅
国
引
正
王
」
と
あ
る
の
は
誤
り
と
思
わ
れ
る
。 

 
 



第
四
章 

無
宇
宙
論
の
基
礎 

 
哲
学
と
宗
教
の
融
合 

イ
ン
ド
に
お
け
る
馬
鳴
、
龍
樹
、
天
親
等
の
大
乗
仏
教
の
特
色
は
、
そ
の
智
力
的
な
る
に
あ
り
。
故
に
あ

る
方
面
よ
り
い
え
ば
、
哲
学
の
学
説
に
接
す
る
の
観
あ
り
。
し
か
し
こ
れ
を
我
が
身
に
実
行
し
て
、
安
立
の

基
礎
を
得
、
ま
た
世
界
の
衆
生
を
し
て
こ
の
域
に
達
せ
し
め
ん
こ
と
を
以
て
、
自
己
の
任
務
と
す
る
に
至
っ

て
は
、
宗
教
的
性
質
を
有
せ
り
と
い
う
べ
し
。
た
だ
に
知
識
欲
の
満
足
を
目
的
と
す
る
、
形
而
上
学
に
は
あ

ら
ざ
る
な
り
。 

 人
世
観
即
世
界
観 

そ
の
教
義
た
る
人
世
観
即
世
界
観
に
し
て
、
人
間
解
脱
の
方
面
よ
り
宇
宙
を
解
釈
せ
る
も
の
な
り
。
一
応

の
見
解
に
よ
れ
ば
、
人
世
観
世
界
観
二
個
に
分
判
す
る
は
、
正
当
な
り
と
い
え
ど
も
、
も
し
精
密
に
こ
れ
を

論
ず
る
と
き
は
、
確
定
し
た
る
世
界
観
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
上
に
人
世
観
を
建
築
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を

以
て
、
人
世
観
世
界
観
は
相
一
致
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
し
か
し
て
世
界
観
を
構
成
す
る
は
、
畢



竟
人
世
観
に
資
す
る
も
の
な
る
を
以
て
、
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
家
の
人
世
観
即
世
界
観
の
教
義
は
大
体
に
お
い

て
、
吾
人
そ
の
当
を
得
た
る
を
信
ず
る
も
の
な
り
。 

 「
無
宇
宙
論
」
の
論
理
的
過
程 

龍
樹
の
教
義
は
、
「
空
不
可
得
論
」
に
あ
り
。
現
在
の
宇
宙
の
現
象
を
以
て
、
迷
妄
と
し
、
如
幻
と
し
、
非

有
虚
空
と
す
る
な
り
。
吾
人
は
こ
の
点
よ
り
龍
樹
の
教
義
を
指
し
て
無
宇
宙
論
と
い
う
。
そ
れ
ひ
と
つ
の
断

案
を
得
ん
に
は
、
必
ず
や
断
案
に
到
達
す
る
ま
で
の
、
論
理
的
過
程
な
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ば
「
空
」

論
を
主
張
し
「
無
宇
宙
論
」
を
主
張
す
る
、
ま
た
必
ず
そ
が
過
程
な
か
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。
龍
樹
の
無

宇
宙
論
を
唱
道
す
る
や
、
論
理
の
法
則
に
よ
り
、
世
界
の
事
物
お
よ
び
関
係
の
撞
着
矛
盾
な
る
こ
と
を
あ
ら

わ
し
、
こ
れ
に
よ
り
て
虚
妄
非
有
な
る
こ
と
を
証
明
せ
り
。
乞
う
、
詳
ら
か
に
こ
れ
を
論
究
せ
ん
。
そ
も
こ

の
宇
宙
万
有
の
実
在
な
り
や
、
果
た
迷
妄
な
る
や
は
、
論
理
の
法
則
に
訴
え
て
、
こ
れ
を
判
定
せ
ざ
る
べ
か

ら
ず
。
も
し
実
在
な
り
せ
ば
、
論
理
の
法
則
に
適
合
し
、
も
し
迷
妄
夢
幻
の
ご
と
き
も
の
な
り
せ
ば
、
必
ず

や
論
理
上
矛
盾
撞
着
を
来
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
し
か
る
に
宇
宙
の
事
々
物
々
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
観
察
す
る

も
、
ま
た
そ
の
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
観
察
す
る
も
、
徹
頭
徹
尾
、
矛
盾
の
み
撞
着
の
み
。
こ
れ



実
に
無
宇
宙
論
を
唱
道
す
る
根
源
な
り
。
し
か
ら
ば
す
な
わ
ち
論
理
の
法
則
を
以
て
「
有
」
な
り
と
予
想
す

る
の
に
あ
ら
ず
や
。 

 疑
問 人

あ
る
い
は
い
わ
ん
。
龍
樹
は
論
理
の
法
則
に
よ
り
、
事
物
お
よ
び
そ
の
関
係
の
矛
盾
衝
突
を
説
明
す
る

も
、
こ
れ
た
だ
一
応
の
こ
と
の
み
、
も
し
尅
実
し
て
論
ず
る
と
き
は
、
論
理
の
法
則
そ
れ
自
身
も
一
定
不
変

の
も
の
に
あ
ら
ず
。
必
ず
や
矛
盾
撞
着
に
終
ら
ん
。
故
に
龍
樹
の
真
意
は
、
畢
竟
無
所
得
に
あ
り
と
。
吾
人

こ
れ
に
答
て
い
わ
ん
。
そ
れ
あ
る
い
は
し
か
ら
ん
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
、
も
し
そ
が
根
底
に
確
実
な
る
あ

る
認
識
を
立
つ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
「
空
不
可
得
」
の
議
論
も
、
ま
た
不
成
立
の
運
命
を
免
れ
ず
。
か
く
の
ご

と
き
は
極
端
な
る
懐
疑
論
、
暗
黒
な
る
破
壊
主
義
に
し
て
、
龍
樹
自
身
の
議
論
も
成
立
し
能
わ
ざ
る
な
り
。

か
く
の
ご
と
く
に
し
て
、
豈
宇
宙
の
真
相
を
洞
察
し
、
結
局
の
安
心
を
得
る
こ
と
を
得
べ
け
ん
や
。
し
か
る

に
龍
樹
の
本
意
は
、
万
有
法
界
の
真
相
を
洞
覚
し
、
吾
人
の
安
立
を
決

定

け
つ
じ
ょ
う

せ
ん
と
す
る
に
あ
り
。
故
に
そ
の

根
底
に
お
い
て
そ
の
中
心
に
お
い
て
あ
る
不
動
の
認
識
を
許
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
た
だ
そ
の
認
識
の
結
果
た

る
法
界
の
真
相
は
、
言
語
に
発
表
す
る
こ
と
難か

た

く
、
思
想
に
構
成
す
る
こ
と
難か

た

み
す
と
す
る
に
あ
り
。 



 四
個
の
原
則 

か
く
の
ご
と
く
な
れ
ば
龍
樹
の
無
宇
宙
論
の
根
底
は
、
左
の
条
件
を
想
像
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。 

 （
一
）
法
界
の
真
実
体
は
言
語
道
断
、
心
行
処
滅

し
ん
ぎ
ょ
う
し
ょ
め
つ

の
或
物
な
り
。 

（
二
）
論
理
の
法
則
は
真
実
な
り
。 

（
三
）
論
理
の
法
則
に
よ
り
、
修
行
直
観
に
基
づ
き
、
宇
宙
の
真
実
体
を
洞
覚
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。 

（
四
）
宇
宙
の
真
実
体
を
言
語
ま
た
思
想
に
発
表
せ
ん
と
欲
す
る
と
き
は
、
た
だ
否
定
的
の
一
方
面
あ
る
の

み
。 

 

以
上
の
四
項
目
は
、
龍
樹
議
論
の
根
底
と
し
て
必
ず
預
想
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
た
り
。
彼
は
中
論
、

十
二
門
論
に
お
い
て
、
種
々
の
事
物
お
よ
び
関
係
を
あ
げ
、
そ
の
矛
盾
を
説
明
せ
り
。
智
度
論
所
々
に
否
定

的
方
面
の
解
釈
を
示
せ
り
。
し
か
り
し
こ
う
し
て
「
空
」
論
、
「
無
宇
宙
論
」
の
論
理
的
過
程
と
し
て
、
最
も

必
要
な
る
も
の
は
、
万
法
万
有
は
因
縁
所
生
な
り
と
い
う
こ
と
こ
れ
な
り
。
小
乗
の
教
義
に
あ
り
て
は
、
万



法
は
因
縁
所
生
な
る
が
故
、
無
常
な
り
、
苦
な
り
、
空
な
り
、
無
我
な
り
と
唱
い
、
人
空
法
有
論
８
４

を
主
張

す
る
な
り
。
諸
法
因
緣
生
の
五
字
、
誠
に
着
目
す
べ
き
重
要
の
事
件
た
り
。
龍
樹
に
あ
り
て
は
こ
の
五
字
、

無
宇
宙
論
の
大
眼
目
と
な
る
な
り
。
見
よ
、
中
論
に
は
劈
頭
第
一
、
観
因
縁
品

か
ん
い
ん
ね
ん
ほ
ん

を
か
か
げ
、
十
二
門
論
、
ま

た
同
じ
く
観
囚
縁
門
を
か
か
ぐ
る
に
あ
ら
ず
や
。
諸
法
因
縁
生
な
る
が
故
、
自
性
な
し
。
無
自
性
の
空
な
り
。

し
か
し
て
さ
ら
に
歩
武
を
進
め
、
因
縁
そ
れ
自
身
も
不
成
立
な
る
こ
と
を
主
張
せ
り
。
か
く
の
ご
と
く
に
し

て
万
有
の
真
相
は
、
有
無
・
一
異
・
生
滅
・
断
常
・
去
来
を
は
な
れ
、
無
念
無
言
説
の
「
不
可
得
空
」
と
決

せ
り
。
乞
う
、
こ
れ
よ
り
少
し
く
論
理
的
過
程
を
験
査
〔
検
査
〕
せ
ん
か
な
。 

 

諸
法
は
如
何
に
し
て
生
ず
る
か 

（
い
） 

諸
法
は
如
何
し
て
生
ず
る
か
。
諸
法
の
発
生
を
検
査
す
る
に
、
自
体
よ
り
生
ず
る
か
、
他
体
よ
り

生
ず
る
か
、
自
体
他
体
相
依
り
て
生
ず
る
か
、
無
原
因
に
し
て
生
ず
る
か
の
、
四
者
そ
の
一
つ
な
ら
ざ
る
べ

か
ら
ず
。
し
か
る
に
四
者
の
中
、
自
体
に
し
て
、
も
し
す
で
に
存
せ
ば
、
さ
ら
に
自
体
を
生
ず
る
と
理
由
な

し
。
ま
た
他
体
よ
り
生
ず
る
こ
と
な
し
。
何
と
な
れ
ば
、
他
体
は
自
体
に
対
し
て
存
立
す
る
も
の
な
り
。
も

し
自
体
に
し
て
存
立
せ
ざ
る
以
上
は
、
他
体
な
る
も
の
ま
た
決
し
て
存
立
す
べ
か
ら
ず
。
不
存
立
の
も
の
よ



り
諸
法
発
生
す
と
い
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
す
で
に
諸
法
自
体
よ
り
も
生
ぜ
ず
、
他
体
よ
り
も
生
せ
ず
と
す

れ
ば
、
自
体
他
体
相
依
り
て
生
ず
と
い
う
を
得
ず
。
も
し
す
で
に
諸
法
の
自
体
他
体
を
預
想
す
る
と
き
は
、

さ
ら
に
諸
法
発
生
を
説
く
の
必
要
な
き
を
以
て
な
り
。
さ
り
と
て
諸
法
は
無
原
因
に
依
り
て
生
ず
と
い
う
べ

か
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
無
よ
り
有
を
生
ず
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
こ
れ
を
要
す
る
に
諸
法
発
生
と
い
う
こ

と
は
、
論
理
上
不
可
有
の
こ
と
な
り
と
。 

 

諸
法
に
自
性
な
し 

（
ろ
） 

諸
法
に
自
性
な
し
。
吾
人
一
般
の
見
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
諸
法
の
存
在
は
因
縁
の
和
合
に
よ
る
。

も
し
因
縁
和
合
に
よ
り
て
、
諸
法
存
在
す
る
も
の
と
な
れ
ば
、
諸
法
に
自
性
な
し
。
何
と
な
れ
ば
、
ラ
イ
ン

の
河
、
美
な
り
と
い
え
ど
も
、
永
劫
そ
の
流
れ
を
保
つ
に
あ
ら
ず
。
星
移
り
、
物
か
わ
り
、
い
つ
か
水
涸
れ

て
、
河
底
に
野
草
の
生
ず
る
と
き
あ
ら
ん
。
富
士
の
高
根
は
崇
高
な
り
と
い
え
ど
も
、
業
風
一
度
吹
き
す
さ

ま
ば
、
土
石
く
だ
け
て
灰
塵
と
な
り
、
天
上
の
雲
も
そ
の
宿
を
失
わ
ん
。
嗚
呼
、
山
河
は
永
久
山
河
な
る
に

あ
ら
ず
。
い
っ
た
ん
因
縁
離
散
す
れ
ば
、
山
河
消
滅
に
帰
す
。
こ
れ
、
豈
一
定
の
自
性
な
き
こ
と
を
証
す
る

も
の
に
あ
ら
ず
や
。
草
木
し
か
り
、
動
物
し
か
り
、
日
月
し
か
り
、
河
海
し
か
り
、
そ
の
他
事
々
物
々
皆
し



か
ら
ざ
る
は
な
し
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
星
と
い
い
、
花
と
い
い
、
山
と
い
い
、
水
と
い
い
、
諸
法
万
有
は
、

因
縁
和
合
上
の
仮
名
仮
性
に
し
て
、
決
し
て
永
久
不
変
の
自
性
に
あ
ら
ず
。
論
者
あ
る
い
は
い
わ
ん
。
山
河

草
木
は
因
縁
所
生
な
れ
ば
、
自
性
な
し
と
い
う
可
な
る
べ
き
も
、
因
と
い
わ
れ
、
縁
と
い
わ
る
極
微
の
ご
と

き
は
、
一
定
の
自
性
あ
る
に
あ
ら
ず
や
と
。
答
え
て
い
わ
く
、
否
、
そ
の
極
微
な
る
も
の
も
、
時
間
、
空
間
、

運
動
、
そ
の
他
種
々
雑
多
の
因
縁
関
係
に
よ
り
て
、
存
在
す
る
も
の
に
し
て
、
決
し
て
一
定
不
変
の
自
性
を

認
む
る
能
わ
ず
。
如
何
ほ
ど
分
拆

ぶ
ん
た
く

し
来
る
も
、
因
縁
関
係
を
は
な
れ
た
る
、
一
定
不
変
の
自
性
を
み
と
む
る

能
わ
ざ
る
な
り
。
ロ
ッ
チ
ェ
８
５

い
わ
く
、T

o
 b

e is to
 b

e related

〔
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
関
係
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
〕
８
６

と
。
龍
樹
、
諸
法
存
在
は
因
縁
和
合
な
り
と
い
う
。
ま
た
こ
の
旨
に
外
な
ら
ず
。
か
く
の
ご
と
く

諸
法
は
因
縁
関
係
の
上
に
存
在
し
て
、
一
定
不
変
の
自
性
な
し
。
一
定
の
自
性
な
き
が
故
、
一
定
の
諸
法
な

し
。 

 

結
果
は
因
縁
の
中
に
あ
ら
ず 

（
は
） 

結
果
は
因
縁
の
内
に
あ
ら
ず
。
結
果
は
因
縁
よ
り
生
ず
と
い
う
。
し
か
る
に
因
縁
は
結
果
に
対
望

す
る
言
な
り
。
結
果
の
生
せ
ざ
る
以
前
は
、
因
縁
と
い
う
こ
と
を
得
ず
。
結
果
の
生
ず
る
以
上
は
、
結
果
に



し
て
因
縁
に
あ
ら
ず
。
し
か
ら
ば
す
な
わ
ち
結
果
は
因
縁
よ
り
生
ず
と
い
う
は
、
無
意
義
の
言
た
り
。
さ
ら

に
一
歩
を
進
め
て
、
こ
れ
を
考
う
る
に
、
結
果
は
因
縁
の
中
に
あ
り
と
す
る
か
、
な
し
と
す
る
か
。
も
し
す

で
に
有
り
と
す
れ
ば
、
因
縁
に
依
り
て
、
結
果
を
生
ず
と
い
う
べ
か
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
結
果
、
す
で
に
本

有
な
れ
ば
な
り
。
も
し
な
し
と
す
れ
ば
、
無
よ
り
有
を
生
ず
べ
か
ら
ず
。
何
に
依
り
て
か
、
結
果
は
因
縁
に

依
り
て
、
存
在
す
と
い
う
こ
と
を
得
ん
や
。
こ
れ
に
依
り
て
こ
れ
を
い
え
ば
、
因
縁
の
中
に
結
果
あ
る
に
あ

ら
ず
。
因
縁
と
結
果
は
無
関
係
な
り
。
因
縁
と
結
果
、
無
関
係
な
れ
ば
、
因
縁
な
く
結
果
な
し
。
こ
こ
に
お

い
て
か
宇
宙
万
有
存
在
せ
ざ
る
な
り
。 

 

四
縁
あ
る
こ
と
な
し 

（
に
） 

四
縁
あ
る
こ
と
な
し
。
小
乗
仏
教
に
て
は
、
宇
宙
万
法
の
生
ず
る
は
、
四
縁
に
よ
る
と
と
く
。
四

縁
と
は
、
一
に
因
縁
、
二
に
次
第
縁
、
三
に
所
縁
縁
、
四
に
増
上
縁
こ
れ
な
り
。
龍
樹
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
こ

の
四
縁
を
破
却
す
。
初
め
に
因
縁
と
い
う
は
、
一
般
に
原
因
を
指
し
て
因
縁
と
い
う
。
前
に
す
で
に
陳
述
せ

る
ご
と
く
、
原
因
結
果
は
対
望
上
の
言
な
り
。
し
か
る
に
結
果
は
原
因
の
中
に
存
す
る
に
あ
ら
ず
。
ま
た
原

因
の
外
に
あ
ら
ず
。
原
因
と
結
果
は
全
然
無
関
係
な
り
。
全
然
無
関
係
な
れ
ば
、
対
望
上
の
言
を
な
す
を
得



ず
。
故
に
原
因
結
果
共
に
破
壊
し
了
せ
り
。
次
に
次
第
縁
と
は
、
吾
人
〔
わ
れ
わ
れ
〕
の
精
神
作
用
に
お
い
て
、

前
の
精
神
作
用
滅
す
る
は
、
後
に
生
起
す
る
精
神
作
用
の
縁
と
な
る
な
り
。
こ
れ
を
次
第
縁
と
い
う
。
破
し

て
い
わ
く
。
現
在
の
精
神
作
用
活
動
し
て
、
未
来
の
精
神
作
用
起
こ
ら
ざ
る
と
き
、
未
来
の
精
神
作
用
無
な

り
。
有
、
豈
無
の
た
め
の
縁
た
ら
ん
や
。
も
し
未
来
の
精
神
作
用
、
現
起

げ

ん

き

す
る
と
き
は
、
す
で
に
次
第
縁
の

必
要
な
し
。
ま
た
現
在
法
は
有
為
な
り
。
有
為
法
８
７

な
る
が
故
、
瞬
間
も
止
住

し
じ
ゅ
う

す
る
こ
と
能
わ
ず
。
止
住
な

け
れ
ば
次
第
縁
た
る
能
わ
ざ
る
な
り
。
故
に
い
ず
れ
の
点
よ
り
い
う
も
、
次
第
縁
な
し
。
次
に
所
縁
縁
と
は
、

能
縁
心
〔
主
観
〕
の
た
め
、
所
縁
〔
客
観
〕
の

境
き
ょ
う

〔
認
識
の
対
象
〕
と
な
る
も
の
を
い
う
。
故
に
有
為
法
は
し
ば
ら

く
も
止
住
せ
ず
。
真
実
の
境
界
は
無
相
空

寂

く
う
じ
ゃ
く

な
り
。
故
に
所
縁
の
境
な
し
。
故
に
所
縁
縁
も
な
き
な
り
。
次

に
増
上
縁
と
は
、
原
因
を
補
助
し
て
結
果
を
生
ず
る
も
の
を
い
う
。
原
因
は
結
果
を
生
ず
る
に
親
し
く
、
増

上
は
結
果
を
生
ず
る
に
疎
な
る
も
の
。
例
せ
ば
、
麦
種
は
原
因
に
し
て
、
雨
露
水
土
等
は
増
上
縁
な
り
。
し

か
る
に
前
に
す
で
に
陳
述
せ
る
ご
と
く
、
原
因
存
在
せ
ざ
れ
ば
、
ま
た
増
上
縁
も
存
ぜ
ず
、
こ
れ
を
要
す
る

に
四
縁
畢
竟
無
な
れ
ば
、
万
法
無
な
り
。
万
法
無
な
れ
ば
宇
宙
無
な
り
。
し
か
る
に
今
日
吾
人
の
宇
宙
万
有

の
実
在
を
目
撃
す
る
は
、
眼
病
者
の
空
花
を
み
る
が
ご
と
く
、
業
感
上
の
夢
幻
の
み
と
。
以
上
は
諸
法
因
縁

生
を
基
礎
と
し
て
、
こ
れ
を
論
理
に
照
し
、
つ
い
に
諸
法
を
非
有
虚
妄
に
決
帰
せ
り
。
か
く
の
ご
と
く
中
論



の
二
十
七
品
、
十
二
門
論
の
十
二
門
、
皆
こ
と
ご
と
く
宇
宙
の
事
物
お
よ
び
関
係
の
矛
盾
撞
着
を
説
明
し
、

そ
が
「
不
可
得
空
」
「
無
宇
宙
」
を
成
立
す
る
な
り
。 

  

 

８
４ 

人
空
法
有
論 

 
人
（
＝
自
我
）
に
は
実
体
が
な
い
（
＝
空
で
あ
る
）
が
、
五
蘊
な
ど
の
法
（
構
成
要
素
）
は
実
在
す

る
と
い
う
部
派
仏
教
の
考
え
。
こ
れ
に
対
し
、
大
乗
仏
教
で
は
、
ど
ち
ら
に
も
実
体
が
な
い
と
す
る
人
法
二
空
論
の
立
場

を
と
る
。 

８
５ 

ロ
ッ
チ
ェ 

 

ヘ
ル
マ
ン
・
ロ
ッ
ツ
ェ
（R

u
d

o
lp

h
 H

erm
an

n
 L

o
tze, 1

8
1

7
-1

8
8

1

）。
ド
イ
ツ
観
念
論
の
哲
学
者
。

著
者
の
師
・
清
沢
満
之
は
ロ
ッ
ツ
ェ
の
『
形
而
上
学
』
（M

etap
h

ysik

）
を
、
英
訳
版
を
元
に
、
講
義
し
て
い
た
。 

８
６ T

o
 b

e is to
 b

e related
 

 

ロ
ッ
ツ
ェ
が
よ
く
用
い
た
表
現
。
例
え
ば
、『
形
而
上
学
概
論
』（
横
島
壮
周
訳
、
現
代
評

論
社
、
一
九
四
八
）
で
は
、「
云
ひ
換
へ
れ
ば
事
物
の
『
存
在
』
と
云
ふ
こ
と
は
『
交
互
関
係
に
立
つ
て
ゐ
る
』
と
云
ふ
こ

と
と
同
じ
意
味
な
の
で
あ
る
」（p

.2
9

）。「
我
々
は
前
に
事
物
の
存
在
と
い
う
こ
と
は
『
関
係
に
立
つ
こ
と
』
で
あ
る
と
云

つ
た
」（p

.3
2

）
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。 

８
７ 

有
為
法 

 

因
果
関
係
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
も
の
。
関
係
論
的
に
構
成
さ
れ
、
生
成
消
滅
す
る
も
の
。 



こ
の
続
き
は
製
品
版
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 



著
者
略
歴 

 
楠
龍
造
（
く
す
の
き
・
り
ゅ
う
ぞ
う
／
和
田
龍
造
／
和
田
鷗
浦
） 

一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
、
秋
田
県
男
鹿
市
の
休
宝
寺
に
生
ま
れ
る
。
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
擬
講
。

清
沢
満
之

き
よ
ざ
わ
ま
ん
し

（
明
治
期
の
宗
教
哲
学
者
）
に
師
事
。
清
沢
の
真
宗
大
学
（
大
谷
大
学
の
前
身
）
学
監
（
学
長
）

就
任
に
際
し
、
予
科
講
師
に
招
か
れ
、
私
塾
・
浩
々
洞
で
、
暁
烏
敏

あ
け
が
ら
す
は
や

な
ど
、
他
の
門
弟
ら
と
と
も
に
共
同
生

活
を
営
む
。
一
九
〇
四
年
に
同
大
教
授
と
な
る
。
雑
誌
『
無
尽
灯
』
、
『
精
神
界
』
の
編
集
に
携
わ
り
、
寄
稿

者
と
し
て
も
活
躍
。
一
九
〇
五
年
、
和
田
家
の
養
子
と
な
り
、
秋
田
県
能
代
市
の
西
光
寺
に
入
寺
す
る
。
一

九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
没
。
主
な
著
作
に
『
宗
教
管
見
』
（
明
治
三
十
四
）
、
『
他
力
宗
教
論
』
（
明
治
三
十

七
）、
『
原
人
論
講
録
』（
大
正
九
）
な
ど
が
あ
る
。 
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